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靖 国神社春季例大祭
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勅 使

沼咲滋江全

参 向
4月22日の当日祭には勅使が参拝された。また高

松宮妃殴下，三笠宮同妃両殿下も参拝なされた。

そ
の
中
の
一
点
松
本
武
仁
画

= ~`,._.. 

｀ 
ー一、 さl

-編鴫し ~•` 的-豆＿m-—〗-匁＿〗〗＿＿―J-―――宅―l.i-―_＿-．--＿-も[-＿翠こ―-—=-i{＿-ー-il-―•=-{――――
了―-ー-li

-i--M]-W-9-―l.＿ー―--．l_._―ざ．

藝竺――-―一戸成6年8月―}
l.-＿--l．ーを芝-―l.d-―-l.W.乏-i-――-[ii-_--」-―→『-.『-m.nrn,＿ミ―-．nm,r-P.『--n.n.-n.F-．『-g―l..

．i-—-ー-.i-—――l-[5w)-Ml.＿ー[-=--．＿ーー―_-l-[-＿色―宅[-i-き-—-＿0-＝-―]-W)--＿きさ―l乏． 第20号
〒105東京都港区虎ノ門

3-6-8 第 6森ビル

財団法人特攻隊

戦没者慰盤平和祈念協会
電話 03(3432)1090 

編集人田中賢一
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学徒出陣五十周年特別展
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三日間の大祭期間中我が会の画伯達による特攻に因む油絵の

展示があった。
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本
年
1
月
1
日
か
ら
7
月
16
日
ま
で
遊
就
館

内
で
、
蘇
る
殉
国
学
徒
の
至
情
と
題
し
、
戦
没

学
徒
の
選
影
、
遺
品
等
の
展
示
が
あ
っ
た
。

目

次

ー



( 2 ) 

「特別攻撃隊」なる書物は平成

二年に発行し、その中の第一＿一部と

して特攻隊に関する綜合的な慰霊

顕彰施設及ぴ特攻隊に係る碑等を

紹介した。その後改修または新設

せられたものや当時調査が行届か

ずに掲載漏れになったものなどが

あるので、ここに補遺として紹介

する。

改修されたものとしては、鹿屋

について碑はそのままであるが海

上自衛隊基地内にあった資料館

は、平成五年基地外に新築された

資料館に移った。次に万世の華地

については従来碑だけであった

が、隣接して加世田市平和祈念館

が平成五年に新築され、遺品、遺

書等多数が展示されている。

以上二件については既に会報で

紹介したところであるが、既刊の

書物の補遺という意味で重ねて写

-, 

特

第別
三 攻
部撃 ・

悶良
譜

補
遺

真
だ
け
掲
載
す
る
。

沖
縄
本
島
南
端
摩

文

仁

の

台

上

に

は

「
飛
行
第
十
九
戦
隊

特

攻

之

碑
」

が

あ

る。

こ
れ
に
つ
い
て
あ
の
書
物
で
は
「
空
華

之
塔
」
の
頁
に
一
行
付
記
し
た
だ
け
で

あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
改
め
て
写
真
と
解

説
を
載
せ
、
序
に
特
攻
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
が
、
同
地
に
あ
る
航
空
関
係
碑

全
部
を
紹
介
す
る
。

次
に
硫
黄
島
に
あ
る
特
攻
碑
は
調
査

漏
れ
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
会
報
で
既
に

詳
細
紹
介
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
写
真

だ
け
と
す
る
。
ま
た
世
田
谷
観
音
境
内

に
あ
る
神
州
不
滅
特
攻
碑
も
同
様
で
あ

る。
あ
の
書
物
を
作
る
と
き
に
は
部
隊
碑

を
対
象
に
調
査
し
た
の
で
、
個
人
碑
に

つ
い
て
は
手
が
及
ば
な
か
っ
た
。
そ
の

後
個
人
ま
た
は
単
機
に
つ
い
て
も
国
内

方
々
に
碑
の
あ
る
こ
と
が
判
り
、
そ
の

中
か
ら
特
攻
出
撃
し
た
も
の
を
こ
こ
に

紹
介
す
る
が
、
ま
だ
洞
れ
が
あ
る
と
思

う
の
で
お
気
付
の
方
は
情
報
を
寄
せ
ら

れ
度
い
。

苛
烈
な
戦
を
生
き
残
っ
た
者
の
責
務
は
、

国
に
殉
じ
た
人
々
の
精
神
を
後
世
に
語
り
伝

え
る
こ
と
で
あ
る
の
は
論
を
侯
た
な
い
。
慰

霊
祭
を
や
る
が
、
そ
れ
が
我
々
の
贖
罪
に
も

似
た
自
己
満
足
で
あ
っ
て
は
意
味
が
な
い
。

生
死
を
誓
っ
て
お
き
な
が
ら
目
分
が
五
十
年

も
生
き
水
ら
え
て
申
訳
な
い
と
思
っ
た
ら
、

靖
国
神
社
で
黙
っ
て
手
を
合
せ
て
拝
め
ば
よ

い
。
盛
大
な
慰
霊
祭
を
や
る
以
上
殉
国
の
精

神
を
宣
揚
す
る
こ
と
が
第
一
義
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
抑
々
慰
霊
慰
霊
と
い
う
が
、
英
霊

は
今
更
慰
め
て
も
ら
は
ん
で
も
よ
い
と
申
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
我
々
の
会
も
任
意
団
体
の

頃
は
「
特
攻
隊
慰
霊
顕
彰
会
」
だ
っ
た
の

に
、
法
人
に
な
る
と
き
厚
生
省
の
小
役
人
の

言
い
分
を
聞
い
た
と
か
で
、
顕
彰
が
と
れ
て

平
和
祈
念
と
か
場
違
い
の
言
葉
が
く
っ
付
い

て
し
ま
っ
た
。
特
攻
隊
の
英
霊
は
如
何
に
思

召
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

慰
霊
祭
を
や
る
か
ら
に
は
つ
と
め
て
若
い

人
を
誘
い
込
ん
で
、
奏
上
す
る
追
悼
文
も
聞

か
せ
、
そ
の
場
の
空
気
を
吸
は
せ
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
直
会
に
か
―
J

つ
け
老

人
共
が
懐
旧
の
思
い
に
ひ
た
る
、
そ
れ
が
主

眼
な
ら
ば
英
常
の
怒
り
を
招
く
で
あ
ろ
う
。

後
世
に
語
り
伝
え
る
手
段

金
石
に
刻
す
こ
と
の

意
義
と
我
々
の
責
務

靖
国
神
社
や
護
国
神
社
の
祭
典
を
盛
大
に

行
い
、
あ
る
い
は
縁
の
あ
る
場
所
で
慰
霊
祭

を
行
っ
て
、
そ
れ
を
マ
ス

コ
ミ
に
報
道
さ
せ

る
こ
と
は
後
世
に
伝
え
る
効
率
的
な
方
法
で

あ
る
が
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
な
か
な
か
そ

れ
を
記
事
に
し
な
い
。
そ
こ
で
書
物
に
し
て

江
湖
に
問
う
こ
と
に
な
る
。
就
中
特
攻
隊
に

つ
い
て
は
、
戦
没
烈
士
と
共
に
在
っ
た
我
々

世
代
の
者
に
、
文
書
に
し
て
残
し
て
お
く
責

任
が
あ
る
。
我
が
会
が
特
攻
総
覧
と
も
い
う

べ
き
書
物
を
作
っ
た
の
は
、
最
も
よ
い
例
で

あ
る
。し
か
し
、こ
の
よ
う
な
書
物
が
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
る
筈
は
な
く
、
読
者
の
数
は
少

な
く
、
し
か
も
購
読
者
が
死
ん
だ
後
、
書
物

は
い
つ
し
か
棄
て
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
未
来
永
劫
に
語
り
伝
え
て
く
れ
る

も
の
は
碑
で
あ
る
。
鹿
屋
、
知
覧
、
万
世
の

よ
う
に
記
念
館
を
作
り
得
れ
ば
そ
れ
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
が
、
こ
れ
以
上
ち
よ

っ
と
望

め
な
い
。
そ
こ
で
縁
の
深
い
個
所
、
し
か
も

人
目
に
触
れ
易
い
所
に
碑
を
建
て
る
こ
と
が

実
現
性
も
あ
り
有
効
な
方
法
で
あ
る
。

そ
れ
は
我
々
が
書
物
で
紹
介
し
た
通
り
随

分
沢
山
で
き
て
い
る
。
し
か
し
多
過
ぎ
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
碑
に
は
碑
文
を
も

っ

て
、
平
易
に
、
後
の
人
に
も
判
り
易
く
事
蹟

を
刻
ん
で
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

特
攻
隊
に
関
し
ど
こ
に
ど
ん
な
碑
が
現
存

し
て
い
る
か
、
そ
れ
を
知
る
の
も
我
々
の
責

任
で
あ
る
。
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沖縄摩文仁にある航空閃係碑
飛行隊19戦隊特攻之碑
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飛行第19戦隊は沖縄戦当時台湾にある第 8飛行

師団に属 し， 20年 4月11日より 5月29日の間 3 

式戦をもって沖穐近海の敵艦船に対し特攻攻盤を

行い， 16名が散華した。その間における戦死者も

併せ29名の氏名が背面に刻まれている

所在地 空華之塔の左側

建立昭和55年 8月15日

建立者飛燕会

一
-、一 心， t.， → ^ 
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以上三基の碑は南方・i羊上を望む摩文仁台上に，

空華之塔を中央にしてこのように南面して建って

いる

空 華 の 塔

摩
文
に
丘
の
上
に
あ
る
多
欺
の
碑

心•Lr こ‘．
 

q
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沖縄戦陸海軍航空部隊戦没者を祀る

所在地 摩文仁の慰霊公園の最高所南向きに

建っている

昭和39年11月1日

沖縄翼友会

建立

建立者

南方航空輸送部の碑

# 
-j 

ョ霞齊0,
ヽ

F可
苓

墨膿91醗

南
方
航
空
輸
送
部
は
今
次
大
戦
の
広
汎
な

南
方
戦
線
の
諸
地
域
の
航
空
輸
送
等
の
機
関

と
し
て
昭
和
十
七
年
七
月
勅
令
に
よ
り
編
成

さ
れ
た
部
隊
で
あ
る

定
期
航
空
航
空
戦
略

等
に
従
事
し
た
隊
員
の
殆
ん
ど
は
民
間
航
空

関
係
者
が
徴
用
さ
れ
苛
烈
な
戦
の
中
死
を
賭

し
て
懸
命
に
戦
い
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た

の
で
あ
り
ま
す
戦
場
に
散
っ
た
在
天
の
英

霊
よ
逢
か
南
冥
の
地
を
望
む
摩
文
仁
の
丘
よ

り
我
等
声
高
ら
か
に
南
方
航
空
の
歌
を
合
唱

し
永
久
に
安
ら
け
く
眠
り
給
え
と
祈
る
や
切

な

る

も

の

が

あ

り

ま

す

合

掌

昭
和
六
十
三
年
四
月
八
日

南
方
航
空
戦
没
者
慰
霊
碑
建
立
賛
同
者

〈
碑
文
〉
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駆正裕ぃ霞
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義
烈
空
挺
隊
戦
没
者
を
祀
る
。
副
碑
に
は
義
烈
空
挺

隊
奥
山
隊
八
八
名
と
第
三
独
立
飛
行
隊
ー
一
五
名
の
氏
名

か
銅
板
に
刻
ま
れ
て
い
る

所在地

中央航空路部 （風18918部隊）に属する沖縄

管区本部，第 5保安中隊第9勤務中隊，路部

本部，他管区及び第 5野戦航空修理廠第 1分廠

の戦死者を祀る。これらの人名は副碑に刻まれ

ている ＼ 

所在地 摩文にの丘の下，魂睫之塔の傍

建 立 昭和53年 5月20日

建立者 航風会
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建 立

建立者

摩文仁公園の最高所で道路に面している （空

華の塔と背中合せ）

昭和51年5月24日

全日本空梃同志会

こ：：

風部隊之碑

'C -• • 

黎明之塔（軍司令部洞窟の上にある）
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＋
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こ
の
頁
の
二
件
と
も
平
成
5
年
3
月
発
行
の
会
報
16
号

に
詳
迩
し
て
あ
る
が
、
既
刊
の
書
物

「特
別
攻
撃
隊
」
の

補
遺
の
意
味
で
写
真
だ
け
再
録
す
る
。
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武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
2
|
9

大
法
禅
寺

吉
沢
平
吉
中
尉
の
碑

B
2
9
に
体
当
り
撃
墜
し
た

吉
沢
中
尉
（
戦
死
後
少

佐
）
は
飛
行
第
4
7
戦
隊
に

属
し
、
成
増
飛
行
場
に

在
っ
て
帝
都
防
空
に
任
じ

て
い
た
。
機
種
は
四
式
戦

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に

B

29
二
機
撃
墜
、
四
機
撃
破

の
戦
果
を
収
め
て
い
た

が
、
昭
和
2
0
年

2
月
10

日
、

B
2
9
約
九

0
機
太
田

附
近
空
襲
に
際
し
、
下
館

上
空
に
要
撃
し
そ
の
一
機

を
撃
破
し
た
。
こ
の
際
自

分
の
機
も
被
弾
損
傷
し
た

が
屈
す
る
こ
と
な
く
、
後

続
編
隊
の
左
外
側
機
に
敢

然
と
し
て
体
当
り
こ
れ
を

撃
墜
し
自
ら
も
散
華
し

『

J
Ot
 こ

の
碑
は
吉
沢
少
佐
の

姉
が
建
て
た
も
の
で
、
遺

詠
、
略
歴
、
防
衛
総
司
令

官
の
感
状
等
が
彫
り
込
ま

れ
て
い
る
。

遺
詠
及
び
感
状
は
平
成

5
年
3
月
の
会
報
16号
に

掲
載
し
て
あ
る
。

忠
烈

神
鷲

山
本
敏
彰
君
之
碑

、
‘

I

'ヽ
・

ヽl

f

ー
・

｀
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第

一
練
成
飛
行
隊
の
山
本
敏
彰
中
尉

は
昭
和
2
0
年
4
月
7
日
四
式
戦
に
搭
乗

し
相
模
飛
行
場
を
発
ち
、
上
尾
上
空
で

B
2
9
に
体
当
り
し
て
こ
れ
を
撃
墜
、
そ

の
際
機
体
か
ら
投
出
さ
れ
た
の
で
あ
ら

う
、
補
助
傘
が
出
た
ま
ま
の
状
態
で
原

市
部
落
の
畑
に
墜
落
戦
死
し
た
。

戦
後
地
元
の
三
角
隆
三
ほ
か
有
志
の

方
々
が
そ
の
場
所
に
碑
を
建
て
た
が
、

そ
の
後
宅
地
に
開
発
さ
れ
た
の
で
、
現

在
は
子
息
の
三
角
隆
方
に
移
設
さ
れ
て

い
る
。

所

在

地

埼

玉

県
上
尾
市
原
市

一
〇
八

三
角

隆
方
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飛行第 56戦隊中川中尉は昭和20年6月26日，三式戦に搭乗しB29を要撃し，体当り撃墜して

自らも散華した。両碑とも昭和52年 3月地元民によって建てられたものである。
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中

川

裕

中

尉

飛
行
第
47戦
隊
鹿
天
制
空
隊
幸
軍
曹
は
昭

和
20
年
1
月
9
旦

一式
単
戦
に
搭
乗
、
成
増

飛
行
場
上
空
一
万
米
に
於
て

「幸
軍
曹
只
今

よ
り
攻
撃
」
と
放
送
し
、
東
方
へ
脱
出
し
よ

う
と
す
る
B
2
9
.
1
1
機
編
隊
の
最
左
巽
機
の

一
番
エ
ン
ジ
ン
部
に
体
当
り
撃
墜
、
自
ら
も

火
達
磨
と
な
っ
て
散
華
し
た
。
大
分
市
下
志

町
の
共
同
墓
地
に
あ
っ
た
こ
の
墓
標
は
、
側

面
に
防
衛
総
司
令
官
の
感
状
が
刻
ま
れ
て
い

た
が
、
区
画
整
理
の
為
今
は
な
い
と
い
う
。

少飛会

一
ー・

-
A
 L-

-

く

ヤ，、
海 法 画

飛行第56戦隊涌井中尉は昭和20年 1月 3日，三

式戦に搭乗して名古屋上空の防空戦闘で， B29に

体当り撃墜して散華した。新渦県上越市高和町に

ある墓標。
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飛
行
第
4
戦
隊
の
野
辺
軍
曹
と
高
木
兵
長
は
昭
和
19
年

8
月
20
日
、
二
式
複
戦
に
搭
乗
し
折
尾
上
空
で
B
2
9
編
隊

の
長
機
に
体
当
り
し
、
後
続
一
機
も
巻
添
え
に

一
挙
二
機

を
撃
墜
し
散
華
し
た
。

こ
の
碑
は
福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
区
大
膳
町
に
あ
る
。

戦
争
中
に
折
尾
町
長
が
中
学
生
の
勤
労
奉
仕
を
得
て
建
て

た
も
の
で
あ
る
。

村
田
軍
曹
の
碑

e
 

J, 
噸`ヽ

飛行第 4戦隊の村田勉曹長は昭和20年5月 7日二式複戦に搭乗し中

津市三保城山上空でB29に体当り撃墜散華した。

之
碑

故
陸
軍
准
尉
野
辺
重
夫
君

故
陸
軍
軍
曹
高
木
伝
蔵
君

＇一9•一 』，
米軍の慰盤碑

テ し

大
分
県
下
毛
郡
三
光
村
八
面
山
平
和

公
薗
内
に
、

昭
和
45
年

5
月
に
地
元
の

人
達
が
米
軍
の
慰
霊
碑
と
共
に
建
て

た
。
毎
年
5
月
に
慰
霊
祭
を
行
い
、
在

日
米
軍
の
代
表
者
も
参
列
し
て
い
る
。
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藤野軍曹は105振武隊の一員で，昭和20年 4月22日九七戦に

搭乗知覧を特攻出撃沖縄に向う途中徳之島上空で敵戦闘機と

空中戦闘となり，近くの海に不時着戦死した。島民が遺体を収

容し荼毘に付し懇に弔い，遺骨も逍族のもとに届けられた。こ

の碑は昭和54年に追族が建て，その傍にある詩碑は翌年同期生

である少飛11期の有志が建てた。関連記事は平成5年 3月発行

の会報17号にある。

点恥
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序
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糾

山
本
少
尉
の
句
碑

~
 

＇ 山本三男三郎少尉は飛行第 4戦隊回天制空隊長

で，昭和20年 4月18日二式複戦に搭乗山口県小

郡上空でB29に体当り撃墜し散華した。この句は

故人が覚悟の程を述べたもので下関小月町蓮成

寺境内の戦隊碑の傍に建っている。

藤野道人軍曹

•一§？ →ぶ―^

藤野軍曹が在満の飛行部隊から

特攻隊に選ばれたときの作
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昭
和
19
年
8
月
20
日
の
夕
刻
、
中
国
成
都

基
地
を
発
進
し
た
B
2
9
約
七
五
機
が
数
梯
団

に
分
れ
て
北
九
州
地
区
に
来
襲
し
、
初
の

高
々
度

・
昼
間
爆
撃
を
行
っ
た
。
16
時
32
分

空
襲
警
報
か
発
令
さ
れ
、
同
時
に
各
戦
隊
に

全
力
出
動
か
下
令
さ
れ
た
。
第
四
戦
隊
は
延

ベ
ニ
八
機
が
出
動
し
、
撃
墜

一
七
機
（
内
不

確
実
八
）
撃
破

一
七
機
の
戦
果
を
挙
げ
た
。

野
辺
重
夫
軍
曹
機
は
1
7
時
30
分
頃
、
折
尾

上
空
で
八
機
編
隊
の
第
一

＿梯
団
長
機
に
体
当

野
辺
軍
曹
・
高
木
兵
長

戦
死
の
状
況

小
月
会
と
は
飛
行
第
四
戦
隊
の
戦
友
会
で

あ
る
が
、
こ
の
会
の
事
務
局
田
原
進
軍
男
氏

よ
り
、

B
2
9
に
体
当
り
撃
墜
し
散
華
し
た
同

戦
隊
の
人
達
に
関
す
る
当
時
の
記
録
、
新
聞

記
事
、
戦
友
の
思
出
記
な
ど
の
提
供
を
受
け

た
。
そ
れ
ら
は
追
々
紹
介
し
て
ゆ
き
度
い
と

思
つ
が
、
今
回
は
前
掲
の
碑
に
名
前
の
出
て

い
る
人
の
も
の
を
掲
載
す
る
。

ー
小
月
会
提
供
の
資
料
よ
り
ー

B
2
9
に
体
当
り
し
た
人
々

た
り
を
敢
行
し
、
後

続
一
機
を
巻
き
添
え

に
一
挙
二
機
を
撃
墜

し
た
。
本
土
空
襲
で

B
2
9
体
当
た
り
第

一

号
で
「
野
辺
に
続

け
」
が
戦
隊
の
必
勝

信
念
の
根
幹
と
成
っ
た
。

野
辺
機
が
墜
落
し
た
北
九
州
市
八
幡
区
折

尾
大
膳
町
の
森
の
中
に
は
、
野
辺
軍
曹
・
高

木
兵
長
の
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
命

日
に
は
遺
族
・
戦
友
・
地
元
の
方
々
等
に

よ
っ
て
、
慰
霊
の
行
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
土
地
の
方
松
尾
様
か
土
地
を
提
供
さ
れ

碑
前
に
広
場
が
あ
り
、
何
時
も
綺
麗
に
維
持

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

慰
霊
碑
の
横
に
掲
示
版
が
あ
り
、
会
員
樫

出
勇
氏
の
手
記
に
よ
る
「
野
辺
・
高
木
両
勇

士
の
戦
記
」
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

末
尾
に
両
名
は
身
を
も
っ
て
皇
土
を
防
備

す
べ
く
烈
々
た
る
責
任
観
念
に
透
徹
し
、
崇

裔
な
る
精
神
と
壮
烈
な
る
行
動
を
も
っ
て
皇

国
軍
人
の
真
面
目
を
逍
憾
な
く
発
揮
し
国
軍

の
亀
鑑
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
早
速
上
聞

に
達
し
、
野
辺

・
高
木
両
友
は
二
階
級
特
進

の
栄
誉
に
輝
き
、
悠
久
の
大
義
に
殉
じ
、
こ

の
地
に
永
眠
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
結

ん
で
あ
る
。

19
年
8
月
13
日
（
日
）
の
晩
、
野
辺
軍
曹

を
下
士
官
室
に
訪
ね
た
折
、
丁
度
―
―一
人
の
下

士
官
が
、
航
空
加
給
の
角
瓶
の
ウ
イ
ス
キ
ー

を
飲
み
な
が
ら
B
2
9
の
邁
撃
戦
に
就
い
て
、

話
を
弾
ま
せ
て
い
た
時
で
あ
る
。
野
辺
さ
ん

が
、
突
然
言
い
出
し
た
事
が
、
余
り
に
も
印

象
的
で
あ
っ
た
の
で
、
私
の
脳
裏
に
焼
き
付

い
て
、
こ
の
事
だ
け
は
良
く
覚
え
て
い
る
。

「
今
度
B
2
9
が
や
っ
て
き
た
ら
、
体
当
た
り

し
て
見
せ
る
、
し
か
も
編
隊
長
機
を
狙
っ
て

体
当
た
り
す
る
。
そ
し
た
ら
後
続
機
に
そ
の

破
片
が
当
た
り
、
一
度
に
―
一
機
撃
墜
す
る
こ

と
に
な
る
。」

と
、
そ
れ
か
ら
一
週
間
後
北

九
州
空
製
が
あ
り
、
小
月
基
地
か
ら
北
九
州

の
空
を
眺
め
て
い
た
ら
、
突
然
火
の
球
が
上

が
っ
た
。
何
か
野
辺
さ
ん
の
体
当
た
り
を
思

わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
一
週
間
前
に
野

辺
さ
ん
が
、
言

っ
た
事
が
、
現
実
に
な
っ

て
、
一
挙
B
2
9
-
＿
機
撃
墜
に
な
っ
た
。
四
十

八
年
前
の
事
で
あ
る
が
、
野
辺
軍
曹
の
逸
話

は
な
い
か
と
、
ご
要
望
が
あ
っ
た
の
で
紹
介

す
る
。

少
飛
の
先
咋
軍
と
し
て
後
輩
の
指
導
に
は
、

極
め
て
厳
し
く
、

台
湾
教
育
飛
行
隊
教
育
終

了
の
後
翡
六
人
が
小
月
赴
任
の
た
め
重
爆
撃

機
で
大
刀
洗
飛
行
場
に
到
着
し
た
。
途
中
福

武

関
高

久

（少
飛
12
期
）

野
辺
軍
曹
の
思
い
出

岡
に
一
泊
し
て
、
次
の
日
小
月
基
地
に
到
普

し
た
。
野
辺
さ
ん
は
、
後
輩
に
向
か
っ
て
、

「
大
刀
洗
に
つ
い
た
ら
、
遅
く
な
っ
て
も
そ

の
日
の
う
ち
に
小
月
に
到
着
し
ろ
」
と
、
と

な
り
つ
け
、
ピ
ン
タ
を
食
ら
わ
し
て
、
厳
し

い
指
導
を
し
た
そ
う
で
す
。

飛
行
第
四
戦
隊
で
体
当
た
り
を
敢
行
し
た

も
の
約
八
機
、
そ
の
う
ち
＿二
機
は
目
撃
者
も

多
く
、

B
2
9
も
地
上
に
落
下
し
た
の
で
、
搭

乗
員
は
二
階
級
特
進
の
栄
に
浴
し
て
い
る
。

体
当
た
り
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
と
試
み

た
隊
員
が
言
っ
て
い
る
。
村
田
曹
長
の
場
合

は
数
回
に
亘
っ
て
試
み
、
漸
く
目
的
を
果
た

し
た
も
の
だ
。
体
当
た
り
も
B
2
9
の
尾
翼
に

引

っ
掛
け
、
自
分
は
落
下
傘
で
脱
出
す
る
事

も
試
み
た
が
、
落
下
傘
で
下
り
る
途
中
を
銃

撃
さ
れ
、
生
還
す
る
こ
と
が
、
極
め
て
困
難

で
あ
っ
た
。
戦
争
末
期
は
艦
載
機
の
来
製
が

多
く
、
屠
龍
に
よ
る
昼
間
に
B
2
9
を
攻
撃
す

る
こ
と
は
、
不
可
能
に
近
か
っ
た
。

昭
和
20
年
4
月
18
日
未
明
、

敵
機
来
襲
と

の
報
告
を
受
け
午
前

7
時

4
分
に
飛
行
場

（
雁
の
巣
）
を
飛
び
立
ち
、

同
23分
に
敵
機

を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
大
刀
洗
上
空
で
西
南

山
本
三
男
三
郎
少
尉
の

新
聞
記
事
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に
進
行
中
の
B
2
9
-
0機
編
隊
で
あ
っ
た
。

山
本
少
尉
機
は
、
大
刀
洗
上
空
を
襲
お
う
と

し
た
敵
の

一
機
に
向
か
っ
て
製
撃
し
、
弾
丸

全
部
を
撃
ち
尽
し
た
の
で
、
小
郡
上
空
で
、

7
時
30分
、
念
願
ど
お
り
敵
機
に
＂
体
当
り
“

を
決
行
し
た
。
墜
落
し
た
B
2
9
一
機
は
、
一
面

の
菜
の
花
畑
の
た
だ
中
に
ぶ
す
ぶ
す
と
燃
え

な
が
ら
残
骸
を
さ
ら
け
出
し
て
い
た
。
片
方

の
翼
は
付
近
の
農
家
に
引
っ
掛
か
り
、
描
乗

員
八
人
の
死
体
が
転
が
っ
て
い
た
。

体
当
り
し
た
山
本
少
附
は
、
折
れ
た
操
縦

棒
を
握
っ
た
ま
ま
大
破
し
た
愛
機
と
共
に
小

郡
村
下
町
附
近
の
広
場
に
不
時
着
し
た
。
早

落
部
落
の
人
や
戦
友
達
に
よ
っ
て
自
動
車
で

久
留
米
陸
軍
病
院
に
運
ば
れ
た
。
昏
睡
状
態

に
あ
っ
た
少
尉
は
、
突
然
目
を
カ
ッ
と
開
き

「山
本
の
勝
和
か
」
と
二
度
も
三
度
も
叫
ん

だ
。
そ
ば
に
い
た
軍
医
は
「
安
心
せ
よ
敵
機

は
や
っ
つ
け
た
ぞ
」
と
答
え
る
と
、
に
っ
こ

り
と
笑
い
を
浮
べ
て
目
を
閉
じ
た
。
時
に
12

時
2
8
分
で
あ

っ
た
。

一
、
B
2
9
体
当
り
目
撃
記
「
西
日
本
新
聞
」

（吉
浦
記
者
）

麦
の
緑
と
菜
の
花
の
黄
色
に
色
ど
ら
れ
た

久
留
米
平
野
を
敵
は
四
度
襲
っ
た
。
こ
の
日

記
者
は
、
は
か
ら
ず
も
こ
こ
で
わ
が
軍
の
凄

絶
極
ま
り
な
い
体
当
り
撃
墜
を
目
撃
し
た
。

4
月
18
日
午
前
、
エ
ン
ジ
ン
の
音
を
大
空
一

杯
に
広
げ
四
発
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
光
ら
せ
て
B

29
の
白
い
巨
体
が
鈍
い
銀
色
に
輝
い
て
い

る
。
11

畜
生
ッ
“
と
思
っ
た
と
た
ん
聞
き
馴

れ
た
友
軍
機
の
爆
音
が
響
い
て
来
た
。
山
本

少
尉
機
で
あ
る
。
“
頼
む
ぞ
！
“
と
、
つ
ぶ

や
き
な
が
ら
無
――-
＝
の
声
援
を
送
れ
ば
、
答
え

る
か
の
ご
と
く
友
軍
機
は
グ
ッ
と
反
転
し

て
、
そ
の
ま
ま
猛
鷲
に
も
似
て
空
高
く
真
一

文
字
に
敵
編
隊
に
突
っ
込
む
。
声
も
出
な
い

物
凄
い
空
の
な
ぐ
り
込
み
で
あ
る
。
握
り
し

め
る
両
手
は
汗
で
一
杯
に
な
り
、
頭
上
に
響

く
敵
、
味
方
の
激
し
い
機
銃
音
に
味
方
機
無

事
な
れ
と
祈
る
の
み
で
あ
る
。
友
軍
機
の

一

機
が
敵

一
〇
桟
編
隊
の
右
方
最
後
尾
の

一
機

に
、
上
か
ら
逆
落
し
た
果
敢
な
突
撃
を
敢
行

す
る
。
”
あ
っ

、
あ
ぶ
な
い
！
”
と
、
思
わ

ず
口
を
つ
い
て
出
た
言
葉
と
と
も
に
敵
味
方

は

一
瞬
の
間
に
す
れ
違
う
。
す
れ
違
っ
た
と

見
る
間
に
B
2
9
の
左
巽
は
吹
き
飛
び
、
瞬
間

機
体
か
ら
火
を
吹
き
、
ゆ
る
い
弧
線
を
描
き

つ
つ
落
下
、
そ
の
下
方
に
友
軍
機
が
小
さ
な

火
の
玉
と
な
っ
て
急
降
下
の
姿
勢
そ
の
儘
で

グ
ン
グ
ン

下
降
し
て
行
く
、
•
…
•

•
あ
あ
、
わ

が
軍
独
特
な
体
当
り
な
の
だ
。
炎
と
な
っ
た

敵
機
は
大
空
に
最
後
の
足
掻
き
を
見
せ
て
、

よ
ろ
め
き
な
か
ら
遁
走
を
試
み
た
が
、
つ
い

に
ガ
ソ
リ
ン
に
引
火
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
空

中
爆
発
を
起
こ
し
て
残
る
右
翼
も
飛
散
し
、

胴
体
は
二
個
に
裂
け
て
散
り
、
矢
の
ご
と
く

緑
の
大
地
に
吸
い
込
ま
れ
、

地
獄
の
劫
火
の

ご
と
く
黒
煙
を
上
げ
て
炎
々
と
燃
え
続
け
て

い
る
。
ふ
り
仰
ぐ
村
人
た
ち
も
、
じ
っ
と
合

昭
和
20
年
5
月
7
1
日
午
前
8
時
頃
か
ら
、

B
2
9
約
六
0
機
が
九
州
各
地
の
飛
行
場
を
爆

撃
し
た
。
こ
の
日
の
戦
闘
で
回
天
制
空
隊
の

村
田
曹
長
が
、
中
津
市
三
保
城
山
上
空
で
B

29
に
体
当
り
し
て
散
華
し
、
金
子

・
青
木
両

軍
曹
も
豊
後
水
道
上
空
で
体
当
た
り
戦
死
し

た
。
又
今
井
大
尉
（
松
山
少
尉
）
も
宇
佐
上

空
の
戦
闘
で
、
被
弾
し
て
、
院
内
の
山
中
で

戦
死
し
た
。

村
田
瞥
長
か
4
日
の
戦
闘
か
ら
帰
還
し
て

愛
機
か
ら
降
り
た
直
後
に
、

「当
た
る
の
は

容
易
じ
ゃ
な
い
わ
い
、
当
る
直
前
に
な
る
と

自
す
と
操
縦
樺
が
動
い
て
し
ま
う
の
で
な
あ

…
…
」
と
言
っ
て
、
大
き
な
目
玉
に
豪
快
な

笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た
。

5
日
に
帰
還
し
た
時
は
、
「
今
日
も
駄
目

だ
っ
た
：：・'
」
と
呟
い
て
い
た
。
だ
が
、
7

日
に
は
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
、
村
田
・
金

子
•
青
木
の
回
天
制
空
隊
の
三
隊
員
は
、
生

き
て
再
び
小
月
の
土
を
踏
む
こ
と
は
無
か

っ

た
の
で
あ
る
。

村
田
曹
長
戦
死
の
状
況

掌
し
今
眼
前
に
見
た
壮
絶
な
体
当
り
機
の
冥

福
を
祈
る
か
の
ご
と
く
静
か
に
頭
を
垂
れ
て

い
る
。
目
を
閉
ず
れ
ば
あ
り
あ
り
と
瞼
に
あ

の
薄
桃
色
の
炎
が
よ
み
が
え
る
。
全
員
が
し

び
れ
る
よ
う
な
感
激
で
あ
る
。

（昭
和
20
年
4
月
1
9
日
・

西
日
本
新
聞
）

と
り
ゆ
う

（屠
龍
）

村
田
曹
長
機
は
体
当
り
後
、
中
津
市
三
保

区
桐
ノ
上
の
山
中
に
墜
落
し
、

B
29
（
乗
員

十

一
名
）
は
大
分
県
下
毛
郡
三
光
村
八
面
山

の
中
腹
に
墜
落
し
た
。

二
十
数
年
前
日
米
両
国
の
協
力
で
両
国
戦

死
者
の
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
、
翌
年
こ
の
地

が
八
面
山
平
和
公
園
と
命
名
さ
れ
た
。
毎
年

日
米
合
同
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

最
近
は
毎
年
5
月
3
日
平
和
祭
と
し
て
年
々

盛
大
に
世
界
平
和
を
願
っ
て
の
行
事
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
八
面
山
平
和
公
園
で
の
平
和
祭
は
本

年
で
二
十
四
回
目
に
な
り
ま
す
。
『
平
和
の

火
』
を
灯
す
よ
う
に
な
っ
て
七
回
目
に
な
り

ま
す
。
今
年
は
平
和
の
火
塔
が
建
立
さ
れ
ま

し
て
、
「
恒
久
平
和
の
火
」
の
塔
に
点
火
式

か
行
わ
れ
ま
す
。

「
村
田
曹
長
辞
世
の
歌
」

大
君
の
御
盾
と
な
り
て
大
空
に

散
る
身
思
わ
ば
心
嬉
し
き

村
田
曹
長
の
所
属
陸
軍
航
空
部
隊

飛
行
第
四
戦
隊

・
回
天
制
空
隊
（
小
月
航
空

基
地
）

搭
乗
航
空
機

二
式
複
座
戦
闘
機
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（
当
時
の
町
内
会
長
三
角
隆
三
氏
ほ
か
地

元
の
人
々
の
談
に
拠
る
）

20
年
4
月
7
日
10
時
す
ぎ
、
立
川
方
向
か

ら
飛
来
し
た

B
2
9
約
ー―-
0機
の
編
隊
に
対

し
、
戦
闘
椴
三
機
が
執
拗
に
攻
撃
を
繰
り
返

し
な
が
ら
上
尾
上
空
に
達
し
た
。
後
上
方
か

ら
攻
撃
し
て
い
た
二
機
（
長
・

山
本
機
、
僚

機
・
賀
集
機
）
の
う
ち
僚
機
が
被
弾
、
大
宮

方
向
に
自
爆
し
た
と
み
る
や
、

山
本
機
は
敢

然、

B
2
9
の
後
尾
に
体
当
た
り
、
瞬
間
、

B

29
は
火
を
発
し
、
あ
と
、
白
煙
を
引
き
つ
つ

退
避
し
た
と
い
う
。
山
本
兄
は
、
機
が
分
解

す
る
と
同
時
に
空
中
に
投
げ
出
さ
れ
、
補
助

傘
は
開
い
た
も
の
の
主
傘
が
開
か
ず
、
落
下

傘
は
、
帯
状
の
ま
ま
で
旋
転
し
な
が
ら
大
地

に
激
突
し
た
c

駈
け
つ
け
た
人
々
の
手
で
、
人
工
呼
吸
が

試
み
ら
れ
た
が
、
脈
も
呼
吸
も
回
復
せ
ず
、

医
師
が
、
空
中
衝
突
の
と
き
、
す
で
に
、
絶

命
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
ほ

岡
林

山
本
敏
彰
大
尉

竜
之

ー
陸
士
56
期
生
追
悼
録

ど
、
安
ら
か
な
死
顔

で
あ
っ
た
由
。

B
2
9
は
後
日
、

三

角
氏
や
軍
関
係
者
に

よ
っ
て
、
銚
子
沖
に

墜
落
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
遺

体
に
は
全
く
被
弾
な
く
、
も
つ
れ
合
っ
た
落

下
傘
の
紐
が
恨
め
し
か
っ
た
と
、
地
元
の
人

は
述
懐
し
て
お
ら
れ
る
。

う
か
が
っ
た
お
話
か
ら
判
断
す
る
に
、
高

度
二
千
米
程
度
で
行
な
わ
れ
た
戦
闘
ら
し

く
、
僚
機
を
落
さ
れ
た
山
本
兄
が
、
必
墜
を

期
し
て
後
上
方
か
ら
体
当
た
り
を
敢
行
、
衝

撃
の
瞬
間
に
失
神
し
て
投
げ
出
さ
れ
、
自
動

曳
索
環
で
補
助
傘
は
開
い
た
も
の
の
、
主
傘

か
湿
っ
て
い
て
遂
に
開
か
ず
、
失
神
し
た
ま

ま
で
大
地
に
激
突
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

身
体
に
被
弾
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
体

当
た
り
の
衝
撃
で
失
神
さ
え
し
て
い
な
け
れ

ば
、
主
傘
も
、
自
ら
の
手
で
引
き
ず
り
出
す

こ
と
が
出
来
た
は
ず
だ
が
、

山
本
兄
の
熾
烈

な
攻
撃
精
神
は
、
中
途
半
端
な
空
中
接
触
的

体
当
た
り
な
ど
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
い
や
、
飽
く
ま
で
刺
し
違
え
、
必
墜
を

期
し
、
生
還
な
ど
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
に

違
い
な
い
。

三
角
氏
は
じ
め
目
撃
の
地
元
の
方
々
の
証

言
と
、
お
力
添
え
で
、

山
本
兄
の
体
当
た
り

が
軍
に
確
認
さ
れ
、
個
人
感
状
が
授
与
さ
れ

こ。t
 

「礎」

よ
り
ー

B
29
に
体
当
り
し
た
人
々

お
通
夜
、
火
葬
と
、
地
元
の
方
々
の
好
意

で
行
な
わ
れ
、
二
十
五
年
後
の
今
日
に
至
る

ま
で
、

4
月
7
日
の
命
日
に
は
、
地
元
の

方
々
が
花
を
捧
げ
香
を
供
え
て
下
さ
っ
て
い

る
。
武
人
の
本
懐
、
こ
れ
に
過
ぐ
る
も
の
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

吉
沢
平
吉
中
尉朝

日
／
読
売
／
毎

昭
和
20
年
3
月
9
日

日
新
聞
か
ら

陸
軍
省
発
表
（
昭
和
20
年
3
月
8
日
）

昭
和
20
年
2
月
10
日、

B
2
9
の
関
東
地
方

来
襲
時
、
敵
機
に
体
当
り
を
敢
行
し
、
ま

た
、
マ
ニ
ラ
市
附
近
に
お
い
て
、
潜
入
敵
機

を
爆
砕
し
て
、
抜
群
の
武
功
を
奏
し
、
感
状

を
授
与
せ
ら
れ
、
本
8
日
、
畏
く
も
上
聞
に

達
せ
ら
れ
た
る
者
、
次
の
如
し
。

（
注
吉
沢
中
尉
以
下
の
姓
名
略
）

な
お
、
読
売
新
聞
紙
上
に
は

「
生
粋
の
戦
闘
機
乗
り
吉
沢
中
尉
」

吉
沢
中
尉
は
、
さ
き
に
感
状
を
授
け
ら
れ

た
栗
村
准
尉
、
幸
萬
寿
美
軍
普
と
同
じ
基
地

の
、
同
じ
ピ
ス
ト
の
先
任
将
校
と
し
て
、
泡

撃
戦
の
合
い
間
に
、
い
つ
行
っ
て
も
、
隊
長

に
代
り
、
あ
と
に
つ
づ
く
若
鷲
た
ち
に
、
猛

訓
練
を
つ
け
て
い
た
。

小
柄
な
身
体
に
包
み
切
れ
な
い
闘
志
を
沸

ら
せ
、
生
れ
な
が
ら
の
戦
闘
機
乗
り
と
い
っ

た
感
じ
で
、
そ
の
き
び
し
さ
は
、
ほ
か
の
基

地
に
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
ふ
だ
ん
は
見
る
か
ら
に
快
活
で

あ
っ
た
。
敵
の
都
心
爆
撃
の
遊
撃
戦
か
ら

帰
っ
て
、
地
上
へ
降
り
る
と
直
ぐ
、

「珍
ら

し
い
も
の
を
見
せ
て
あ
げ
よ
う
」
と
、
整
備

員
を
、
愛
機
の
そ
ば
へ
連
れ
て
行
っ
た
。
敵

の
弾
丸
は
、
直
正
面
か
ら
プ
ロ
ペ
ラ
の
間
を

く
ぐ
り
、
方
向
舵
の
薄
い
飯
を
綬
に
撃
ち
抜

い
て
い
た
。

「
こ
の
見
当
だ
と
、
座
席
の
上
を
ス
レ
ス

レ
に
か
す
め
た
の
だ
。
命
拾
い
し
た
よ
」

と
、
首
を
す
く
め
て
見
せ
た
。

敵
の
第
二
目
標

‘
-0
機
編
隊
の
右
外
側

機
に
、
側
前
方
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
同
高
度
の

攻
撃
を
か
け
、
見
事
に
、
こ
れ
を
撃
墜
し
た

の
で
あ
っ
た
。

こ
の
珍
ら
し
い
弾
痕
の
示
す
激
し
い
戦
法

こ
そ
、
戦
闘
機
乗
り
吉
沢
中
尉
の
真
骨
頂
を

物
語
る
も
の
で
あ
る
。

栗
村
、
幸
両
勇
士
が
、
体
当
り
し
た
あ

と
、
「
震
天
隊
」
の
鈴
木
曹
長
が
、
「
ひ
と

足
、
遅
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
っ
て
い
る
の

を
耳
に
し
て
、

「な
に
、
焦
る
こ
と
は
な

い
」
と
諭
し
た
中
尉
自
身
か
、

去
る
2
月
1
0

日、

大
挙
し
て
群
馬
県
太
田
附
近
に
来
襲
し

た
B
2
9
の
編
隊
を
迎
え
て
蛮
迅
、
小
泉
上
空

に
お
い
て
、
敵

一
機
を
体
当
り
撃
墜
し
、
自

ら
も
愛
機
も
ろ
と
も
、
天
空
に
散
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
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遣

信

ー
父
あ
て
（
戦
死
一

＿日
前
、
昭
和

20
年
1
月
1
日
夜
）

新
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
元
旦

の
晩
と
い
い
な
が
ら
、
本
日
は
警
急
服
務
で

ピ
ス
ト
に
待
機
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
い

ま、

B
2
9
の
通
信
情
報
が
頻
繁
に

「厳
戒
ヲ

要
ス
」
と
入
っ
て
き
て
、
新
年
ら
し
い
気
分

は
少
し
も
し
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
家
で
は
私
も
計
吾

（弟
）
も

い
な
く
て
淋
し
い
な
が
ら
も
、
無
事
、
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
存
じ
ま
す
。

和
代
さ
ん
と
の
件
、
話
が
余
り
に
早
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
家

で
も
女
手
な
く
、
御
苦
労
の
ほ
ど
、
お
察
し

い
た
し
ま
す
が
、
当
方
で
は
、
毎
日
の
本
土

空
襲
の
情
況
が
入
手
さ
れ
、
今
日
か
明
日
の

命
と
思
っ
て
お
る
次
第
で
、
家
の
こ
と
を
考

え
る
暇
も
な
い
く
ら
い
で
す
。

四
発
の
超
重
爆
を
墜
す
に
は
、
真
に
捨
て

身
に
な
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
10
数
機
の
編

隊
、
し
か
も
各
機
20
数
門
の
機
関
砲
を
、
花

火
の
よ
う
に
撃
っ
て
く
る
な
か
に
、
単
機
、

突
進
す
る
の
で
す
か
ら
、
毎
日
、
こ
れ
で
終

り
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

陸
軍
特
攻
隊
の
中
尉
の
隊
長
は
、
み
な
、

56
期
で
、
幾
多
忠
烈
な
る
同
期
生
を
出
し
、

ま
た
内
地、

あ
る
い
は
比
島
に
特
攻
隊
中
隊

涌
井
俊
郎
中
尉

少
飛
会
海
法

画
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長
た
る
同
期
生
を
思
う
と
き
、
わ
れ
わ
れ
も

同
期
生
の
名
を
恥
づ
か
し
め
な
い
よ
う
に

と
、
新
年
に
当
り
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お

る
次
第
で
す
。

由
来
、
生
死
は
不
可
論
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
悠
久
の
大
義
に
生
く
る
、
わ
れ
ら

の
同
期
に
遅
れ
を
と
ら
ざ
る
如
く
、
皇
土
防

空
の
大
任
を
完
遂
い
た
し
た
い
も
の
と
念
じ

て
お
り
ま
す
。

健

一
も
慎
一
も
健
康
の
由
、
何
よ
り
。
父

上
に
も
、
こ
の
ご
ろ
、
心
身
と
も
に
衰
弱
さ

れ
る

一
方
、
折
角
、
御
自
愛
の
ほ
ど
、
お
祈

り
申
し
て
お
り
ま
す
。

四
月
十
日
鹿
児
島
県
加
世
田
市
の
特
攻
隊

慰
霊
祭
に
参
列
。

朝
、
東
京
発
飛
行
便
に
て
鹿
児
島
へ
。
空

港
で
偕
行
会
員
の
出
迎
え
を
受
け
そ
の
車
で

約
二
時
間
半
、
万
世
着
。

万
世
飛
行
場
へ
は
沖
縄
作
戦
中

一
度
訪
ね

た
が
、
戦
後
気
に
か
け
な
が
ら
も
果
た
せ

ず
、
今
回
漸
く
に
し
て
か
な
い
、
英
堂
に
対

し
改
め
て
感
謝
と
お
詫
ひ
を
申
し
上
げ
る
機

を
得
た
次
第
。

慰
霊
祭
に
は
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
御
遺

族
、
戦
友
が
参
加
さ
れ
、
市
側
か
ら
は
市
長

さ
ん
を
始
め
関
係
者
多
数
御
参
列
、
文
字
通

り
市
を
あ
げ
て
の
祭
祀
。
陸
上
自
衛
隊
音
楽

隊
の
昔
懐
し
い
国
の
鎮
＂
や
鎮
魂
の

曲
。

日
曜
日
に
か
か
わ
ら
ず
鹿
屋
よ
り
は
対
潜
哨

戒
機
の
上
空
よ
り
の
慰
霊
飛
行
。

出
席
者
そ
れ
ぞ
れ
の
感
限
を
胸
に
秘
め
て

の
献
花
。
老
生
も
今
迄
の
不
参
を
詫
ひ
つ
つ

之
に
な
ら
う
。

特
攻
隊
の
英
霊
に
対
し
改
め
て
感
謝
、
尊

崇
の
念
深
う
す
る
と
共
に
、
大
東
亜
戦
争
を

自
ら

「侵
略
戦
争
」
と
公
言
し
、
首
都
に
於

け
る
特
攻
慰
霊
祭
に
国
を
代
表
し
て
参
拝
な

副

会

長

田

市
長
の
祭
文
奏
上

中

耕

万
世
の
特
攻
隊
慰
霊
祭
に

参
列
し
て

き
首
相
に
対
し
改
め
て

痛
哭
、
悲
憤
。
国
の
為

進
ん
で
一
命
を
捧
げ
ら

れ
た
英
霊
に
感
謝
な
き

国
の
単
な
る
経
済
発
展

は
砂
上
の
楼
閣
の
誹
り

を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

'̀董
’i"
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特
攻
隊
員
は
命
令
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
の

か
、
志
願
者
を
も
っ
て
充
当
し
た
の
か
は
、

よ
く
話
題
に
な
る
問
題
で
あ
る
。
私
は
広
く

資
料
を
収
集
し
た
訳
で
は
な
い
が
、
陸
軍
挺

進
部
隊
内
の
こ
と
だ
け
は
実
惜
を
知
悉
し
て

い
る
の
で
、
後
世
の
為
に
書
き
残
し
て
お
き

た
い
と
思
っ
。

レ
イ
テ
空
挺
作
戦

昭和19年12月6日に行われたレイテ

空挺作戦について、初めの計画では既

にルソン島クラーク地区に到着してい

る挺進第三聯隊を使って、レイテ島ブ

ラウエン北と南及ぴサンパブロの三つ

の飛行場を奪取する計画だったCとこ

ろが輸送船の都合で遅れて到着した挺

進第四聯隊が、自分達も第一次梃進に

入れてくれと強く主張したC第二挺進

団（匝長徳永蛍冶大佐）としては第四

聯隊は第二次以降にプラウエン北飛行

場に注ぎ込む積りでいたが、T度その

頃、挺進飛行戦隊か従来の三個中隊か

ら四個中隊に増強されることを知っ

た。第二挺進団に編合されているのは

特
| 攻
陸隊
軍 員
挺指
進名
部は
隊命
の令
場か

田ノロヽ ゴ＝
中 ’心

賢 I願
＿ か

飛
行
中
隊
三
個
の
挺

進
飛
行
第
一
戦
隊

（戦
隊
長
新
原
季
人

中
佐
）
だ
っ
た
が
、

こ
れ
で
は
機
数
不
足

と
思
っ
た
の
だ
ろ

う
、
大
本
営
の
指
示
で
新
田
原
に
い
た
梃
進

飛
行
第
二
戦
隊
か
ら

一
個
中
隊

（
中
隊
長
―
―
―

浦
浩
大
尉
）
が
第
一
戦
隊
に
配
属
と
な
っ

た
。
こ
れ
ら
飛
行
部
隊
は
損
害
を
避
け
て
直

前
ま
で
台
湾
の
嘉
義
に
待
機
し
て
い
た
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
で
挺
進
団
と
し
て
は
部
署
の

変
更
を
考
え
て
い
る
と
き
、
も
う

一
っ
開
題

が
提
起
さ
れ
た
。

抑
々

こ
の
空
梃
作
戦
の
目
的
は
何
な
の
か

挺
進
団
が
マ
ニ

ラ
に
到
着
し
て
第
四
航
空
軍

か
ら
聞
か
さ
れ
た
作
戦
目
的
は
、
第
三
十
五

軍
の
和
g

克
狂
暇
に
呼
応
し
て
フ
ラ
ウ
エ
ン
飛
行

場
群
を
覆
滅
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
と
―J
ろ

が
ク
ラ
ー
ク
基
地
の
南
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

に
入
っ
て
全
般
状
況
を
知
る
と
、
敵
航
空
の

活
動
を
封
ず
る
た
め
に
は
、
プ
ラ
ウ
エ
ン
飛

行
場
群
を
抑
え
た
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
タ

ク
ロ
バ

ン
と
ド
ラ
グ
ま
で
も
抑
え
込
ま
ね
は

な
ら
な
い
と
痛
感
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ

と
を
強
く
主
張
し
た
の
は
第
三
聯
隊
長
白
井

恒
春
少
佐
で
あ
っ
て
、
遅
れ
て
到
若
し
た
第

四
聯
隊
長
斉
田
冶
作
少
佐
も
直
に
こ
れ
に
同

調
し
た
。
こ
の
意
見
を
挺
進
団
長
に
申
出
る

と
、
団
長
は
第
四
航
空
軍
に
具
申
し
た
コ
航

空
軍
で
は
す
ぐ
に
こ
の
案
を
採
用
し
、
輸
送

機
の
不
足
を
補
う
た
め

74
戦
隊
と
95
戦
隊
か

ら
強
行
着
陸
用
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
重
爆
二
機

を
差
出
す
よ
う
に
部
署
し
た
。

（
以
上
の
経
緯
は
挺
進
団
司
令
部
部
員
弘

中
少
佐
、
第
四
聯
隊
付
塩
崎
少
佐
が
戦
後

語
っ
た
こ
と
に
拠
る
。
両
人
と
も
既
に
故

人
で
あ
る
）

さ
て
、
こ
れ
か
ら
先
が
主
題
の
本
論
で
あ

る
。
主
力
が
降
下
す
る
プ
ラ
ウ
エ
ン
飛
行
場

群
に
は
、
第
二
十
六
師
団
が
脊
梁
山
脈
を
越

え
て
翌
日
進
出
す
る
と
聞
か
さ
れ
て
い
た。

実
際
は
軽
装
備
の
僅
か
な
歩
兵
が
密
林
を
か

き
分
け
て
山
の
中
を
西
進
し
て
い
る
に
過
ぎ

な
か
っ
た
が
、
挺
進
団
で
は
師
団
と
い
う
か

ら
に
は
、
諸
兵
連
合
の
部
隊
を
想
像
し
て
い

た
。
し
か
し
、
レ
イ
テ
湾
に
面
す
る
ド
ラ
グ

及
び
タ
ク
ロ
バ
ン
は
、
プ
ラ
ウ
エ
ン
か
ら
20

キ
ロ
も
離
れ
て
お
り
、
特
に
タ
ク
ロ
バ
ン
は

敵
上
陸
軍
の
中
枢
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
地
上

進
攻
で
き
る
と
は
誰
も
思
わ
な
か
っ
た
。

従
っ
て
こ
こ
に
降
醤
す
る
部
隊
は
収
容
の
見

込
み
が
全
く
な
い
の
で
、

特
攻
隊
と
い
う
こ

と
で
部
署
し
た
。

本
来
な
ら
ば
建
制
部
隊
を
充
て
る
べ
き
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
第
四
聯
隊
の
強
い
希
望
を

入
れ
て
、
タ
ク
ロ
バ
ン
攻
撃
の
降
下
部
隊
と

し
て
第
四
聯
隊
か
ら
一
個
小
隊
を
、
強
行
着

陸
部
隊
と
し
て
第
三
聯
隊
か
ら

一
個
小
隊
を

差
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
第
三
聯
隊
で
は
強

行
着
陸
の
重
爆
二
機
に
搭
乗
す
る
者
を
志
願

さ
せ
た
。
第

一
回
に
プ
ラ
ウ
エ
ン
地
区
に
降

下
す
る
の
は
一
、
二
、
四
の
三
個
中
隊
と
き

め
て
い
た
が
、
各
中
隊
は
割
当
機
数
の
制
限

で

一
0
0名
足
ら
ず
し
か
連
れ
て
行
け
な

い
。
タ
ク

ロ
バ
ン
特
攻
隊
の
志
願
者
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、
各
中
隊
で
第

一
次
梃
進
の
選
に

洩
れ
た
者
が

一
斉
に
名
乗
り
出
た
と
い
う
。

タ
ク

ロ
バ
ン
に
向
う
速
中
、
レ
イ
テ
湾
上
で

対
空
砲
火
で
撃
ち
落
さ
れ
、
一
晩
海
上
に
浮

滸
し
て
い
て
夜
が
明
け
て
捕
え
ら
れ
生
還
し

た
一
曹
長
の
言
に
よ
れ
ば
、
南
サ
ン
フ
ェ
ル

ナ
ン
ド
に
来
て
か
ら
航
空
特
攻
の
話
を
聞

き
、
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
華
々
し
く
戦
っ
て
死

の
う
と
最
先
に
手
を
挙
げ
た
と
い
う
。

一
方
四
聯
隊
か
ら
選
出
し
た
小
隊
に
つ
い

て
は
聯
隊
長
が
榊
原
大
閤
を
呼
ん
で
タ
ク
ロ

バ
ン
降
下
の
隊
長
を
命
じ
た
。
榊
原
は
陸
士

55
期
で
直
前
の

12
月

1
日
に
大
尉
に
進
級
し

た
。
中
隊
長
の
席
は
な
い
の
で
彼
は
本
部
付

に
な
っ
て
い
た
。
聯
隊
長
か
榊
原
に
タ
ク
ロ

バ
ン
行
を
命
じ
た
の
は
理
由
が
あ
っ
た
r

i
則

の
年
（
昭
和
18年
）
の
6
月
18
日
榊
原
か
計

画
指
導
し
た
演
習
で
、
宮
崎
県
高
鍋
町
を
流

れ
る
小
丸
川
を
渡
渉
す
る
場
面
が
あ
り
、
上

流
の
方
に
豪
雨
が
あ

っ
て
増
水
し
て
い
た

為
、
押
流
さ
れ
て
八
名
が
殉
職
す
る
と
い
う

事
故
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
彼
は
責
任
を

負
っ
て
自
決
し
よ
う
と
し
た
が
、
聯
隊
長
に

戦
場
で
必
ず
死
場
所
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
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思
い
留
っ
た
。
そ
の
と
き
の
聯
隊
長
は
前
任

者
だ
っ
た
か
、
こ
の
件
は
申
送
り
に
な
っ
て

い
た
ら
し
い

C

勿
論
彼
は
喜
ん
で
そ
の
任
に

つ
い
た
。
連
れ
て
行
っ
た
三
十
数
名
の
部
下

は
ど
の
よ
う
に
選
出
し
た
の
か
、
そ
の
こ
と

を
伝
え
る
者
は
い
な
い
。
梱
原
は
小
丸
川
で

殉
職
し
た
八
人
の
位
牌
を
抱
い
て
輸
送
機
に

乗
り
込
ん
だ
と
い
う
。

ド
ラ
グ
に
降
下
す
る
方
の
部
隊
は
、
飛
行

場
を
嬰
撃
し
た
後
敵
中
を
突
破
し
ブ
ラ
ウ
エ

ン
に
来
る
こ
と
を
、
梃
進
団
長
は
期
待
し
て

い
た
。
第
四
聯
隊
で
は
宮
田
中
尉
の
指
揮
す

る
第
二
中
隊
を
当
て
た
。
ま
た
こ
の
目
標
に

も
強
行
着
陸
機
二
機
を
割
当
て
、
そ
れ
に
は

第
三
聯
隊
作
業
中
隊
か
ら
一
個
小
隊
を
差
出

し
た
。
指
揮
官
は
竹
本
中
厨
だ
っ
た
。
徳
永

団
長
は
こ
の
二
人
に
対
し
、
必
ず
敵
中
を
突

破
し
て
プ
ラ
ウ
エ
ン
ま
で
一戻
っ
て
来
い
と
諭

し
た
か
、

二
人
は
そ
の
と
き
と
う
受
留
め
て

い
た
か
わ
か
ら
な
い
。
（
徳
永
団
長
は
プ
ラ

ウ
エ
ン
飛
行
場
か
確
保
で
き
た
ら
こ
こ
に
進

出
す
る
積
り
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
実
現
し
な

か
っ
た
）

ま
た
タ
ク
ロ
バ
ン
に
向
う
部
隊
に
対
し
て

は
、
ア
ン
フ
ェ

レ
ス
を
発
進
す
る
直
前
に
、

一
人

一
人
手
を
握
り
「
死
に
急
ぐ
な
」
と

言

っ
た
。
こ
れ
は
前
述
の
レ
イ
テ
湾
で
捕
暖

に
な
っ
た
第
三
聯
隊
の

一
下
土
官
の
証
言
で

あ
る
が
、
こ
の
人
は

i
そ
れ
だ
か
ら
捕
開

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
、
救
命
胴
衣
を
着
て

い
た
の
で
浮
い
て
い
た
が
、
夜
が
明
け
て
見

た
ら
周
囲
に
は
敵
の
軍
艦
が

一
杯
い
て
、
鈎

に
ひ
っ
か
け
て
引
揚
げ
ら
れ
た
。
殺
せ
殺
せ

と
叫
ん
だ
が
艦
の
営
倉
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

放
り
込
ま
れ
た
ー
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
挺
進
飛
行
戦
隊
で
は
、
ト
ラ
ッ
グ
と
タ

ク
ロ
バ
ン
に
向
う
の
は
、
第
二
戦
隊
か
ら
配

属
に
な
っ
た
三
浦
中
隊
と
し
た
。
こ
れ
は
途

中
で
分
進
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
建
制
の

保
持
上
か
ら
も
そ
う
な
る
の
が
順
当
だ
っ
た

ろ
う
。
計
画
で
は
三
浦
中
隊
九
機
の
う
ち
七

機
は
四
聯
隊
第
一
＿中
隊
を
載
せ
て
ト
ラ
ッ
グ

へ
、
三
機
は
榊
原
小
隊
を
載
せ
て
タ
ク
ロ
バ

ン
に
向
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た

C

ど
ち
ら
も

落
下
傘
降
下
で
あ
る
の
で
、

無
傷
で
あ
れ
ば

輸
送
機
は
帰
っ
て
来
れ
る
筈
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
三
浦
中
隊
長
は
到
底
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
望
め
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

出
発
直
前
に
な

っ
て
全
機
着
陸
せ
よ
と
命
じ

た
r

』
こ
れ
は
レ
イ
テ
湾
に
撃
墜
さ
れ
て
捕
虜

に
な

っ
た
操
縦
者
の
証
言
て
あ
る

C

こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
本
誌
12
号
と
13
号
に
畠
山
卓

次
氏
の
投
稿
文
が
載
「
て
い
る
。
三
浦
中
隊

は
全
機
未
帰
還
で
あ
る
が
特
攻
隊
と
し
て
は

扱
わ
れ
て
い
な
い
。

初
め
か
ら
弾
行
着
陸
機
と
し
て
74
戦
隊
と

95
戦
隊
か
ら
差
出
し
た
童
爆
各
二
機
、
搭
乗

員
は
両
戦
隊
共
に
五
名
で
あ
⇔
か
、
そ
の
人

達
の
人
選
は
と
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
不

明
で
あ
る
。
勿
論
全
員
未
帰
還
で
あ
る

{
1

な

-~“ 
ヽ．．
｀ふ

アンフェレス飛行場で内地に帰るという報道班員に手紙を托す

, 
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19年
11
月
下
旬
、
宮
崎
県
唐
瀬
原
基
地
に

あ
っ
た
第
一
挺
進
団
に
対
し
、
教
導
航
空
軍

か
ら
サ
イ
。ハ
ン
攻
撃
の
た
め
一
個
中
隊
差
出

し
の
命
令
か
届
い
た
。
第

一
挺
進
団
は
三
カ

月
前
に
ス
マ

ト
ラ
か
ら
内
地
に
帰
っ
て
き

て、

十
一

月一

＿十
五
日
に
は
新
に
編
成
さ
れ

た
挺
進
集
団
に
編
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
直
前
で
、
梃
進
団
長
は
河
島
慶
吾
大
佐

だ
っ
た
。
第
一
梃
進
団
は
挺
進
第
一

、
第
二

の
両
聯
隊
で
、
聯
隊
は
重
火
器
中
隊
を
入
れ

て
五
個
中
隊
よ
り
成
り
、

中
豚
長
は
全
部
で

10
人
い
る
。
河
島
大
佐
の
み
る
と
こ
ろ
、

第

一
聯
隊
第
四
中
隊
長
奥
山
道
郎
大
尉
か
こ

の
重
任
を
果
す
の
に
最
適
と
思
っ
た
。
陸
軍

落
下
傘
部
隊
創
設
の
初
か
ら
研
究
に
携
っ
た

間
柄
で
、
人
物
を
知
り
尽
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
は
河
島
慶
吾
氏
（
故
人
）
の
述
懐
に
よ

る
。 義

烈
空
挺
隊

お
両
隊
に
対
す
る
四
航
軍
の
感
状
に
よ
れ

ば
、
四
機
と
も
タ
ク
ロ
バ
ン
に
向
っ
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ア
ン
フ
ェ
レ
ス
出
発

直
前
に
三
浦
中
隊
は
ド
ラ
グ
着
陸
、
重
爆
四

機
は
タ
ク
ロ
バ
ン
着
陸
に
変
更
さ
れ
た
ら
し

い
。
何
れ
に
し
て
も
レ
イ
テ
湾
岸
沿
い
に
進

入
し
た
部
隊
で
、
生
還
者
は
湾
内
に
浮
涼
し

て
い
て
捕
え
ら
れ
た
者
、
三
聯
隊
一

＿名
、
団

司
令
部

一
名
、
三
浦
中
隊
一
名
以
外
に
は
な

か
っ
た
ら
し
い
。

河
島
団
長
は
第
一
聯
隊
長
山
田
秀
男
中
佐

を
団
司
令
部
に
呼
ん
で
こ
の
こ
と
を
話
す

と
、
聯
隊
長
も
全
く
同
感
だ
っ
た
。
さ
て
、

聯
隊
長
は
と
の
よ
う
に
し
て
奥
山
に
伝
え
る

べ
き
か
、
悩
ん
だ
跡
が
あ
る
。
団
司
令
部
か

ら
聯
隊
に
戻
っ
た
時
刻
は
遅
か
っ
た
の
か
、

奥
山
が
不
在
だ

っ
た
の
か
、
伝
え
る
の
は
翌

日
に
な
っ
た
ら
し
い
。
翌
朝
出
勤
す
る
途
中

路
傍
で
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
数
人
の
将
校
を

見
か
け
、
四
中
隊
の
一
人
の
将
校
だ
け
を
聯

隊
長
の
乗
用
車
に
乗
せ
家
庭
の

こ
と
な
と

珊
々
と
尋
ね
た
。
こ
の
人
は
後
に
沖
縄
に
出

撃
す
る
が
不
時
看
し
て
生
き
残
る
。
そ
の
述

慄
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
聯
隊
長
の
表
情
や

話
し
振
り
は
深
刻
で
奇
異
に
感
じ
た
と
い

。
＿つ

山
田
聯
隊
長
も
聯
隊
付
の
弓
削
少
佐
も
既

に
故
人
で
あ
る
が
、
弓
削
忠
氏
が
生
前
語
っ

た
と
一h
ろ
に
よ
る
と
、
聯
隊
長
は
聯
隊
長
室

に
奥
山
を
呼
ん
で
、
昨
日
団
司
令
祁
で
聞
い

た
こ
と
、
即
ち
サ
イ
バ
ン
基
地
制
圧
の
必
要

性
、
大
本
宮
で
考
え
て
い
る
方
策
な
と
を
説

明
し
た
。
奥
山
に
対
す
る
具
体
的
な
任
務
ま

で
話
が
及
ば
な
い
う
ち
に
、
彼
は

「そ
の
指

揮
官
を
私
に
や
ら
せ
て
下
さ
い
」
と
力
強
く

言
い
切
っ
た
。
梃
進
団
か
ら
差
出
す
人
員
は

―
二
六
名
と
指
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
人
員

を
聯
隊
内
で
志
願
者
を
募
っ
て
編
成
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
あ
と
協
議
し
た
が
、

奥
山
は
自
分
の
中
隊
だ
け
で
編
成
し
た
い
と

言
っ
た
。
聯
隊
と
し
て
は
奥
山
隊
が
出
た
あ

と
も
第
四
中
隊
は
存
続
さ
せ
た
か
っ
た
の

で
、
他
の
中
隊
か
ら
何
十
人
か
奥
山
隊
に
転

腐
さ
せ
、
そ
の
上
で
奥
山
に
連
れ
て
行
く
人

員
を
選
出
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

結
局

―
二
六
名
は
奥
山
の
指
名
に
よ
っ
て
き

塁

さ
°『

ま
っ
た
。
不
時
着
し
て

生
き
残
っ
た
者
の
述
壊

『
Y
`

で
は
、
中
隊
長
が
征
く

際
f
f

の
だ
か
ら
自
分
達
が
つ

い
て
行
く
の
は
当
然
た

と
、
何
の
抵
杭
も
感
じ

な
か

っ
た
と
い
う
。

奥
山
隊
か
サ
イ
パ
ン

攻
撃
の
準
備
訓
練
の
た

め
、
12月
7
日
に
豊
岡

（現
在
の
人
問
基
地
）

に
移
動
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
と
き
中
野
学

校
出
の
将
校
八
名
と
下

士
官
二
名
が
加
わ
っ

た
。
こ
の
人
達
は
サ
イ

バ
ン
に
潜
入
す
る
為
に

加

っ
た
の
で
あ
る
が
、

サ
イ
パ

ン
特
攻
が
取
り

止
め
に
な

っ
た
後
も
奥

山
隊
の
一
員
と
な
っ
て

お
り
、
最
後
は
同
じ
よ

う
な
戦
闘
員
と
し
て
沖

縄
に
突
入
し
た
。
と
こ

.,’’r 

".. 

-

-．’` 9Jヽ
k.--

豊岡に勢揃い した奥 山隊

ろ
で
こ
の
人
達
の
人
選
の
実
情
に
つ
い
て
、

不
時
着
生
残
り
の
熊
倉
順
策
少
尉
は
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
る
。

19年
11
月
末
、
陸
軍
中
野
学
校
二
俣
分
校

で
丙
種
学
生
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。
丙
種

学
生
と
は
幹
部
候
補
生
出
身
の
見
習
士
官
で
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あ
り
、
そ
の
と
き
の
卒
業
生
は
約
―

10
0人

で
、
余
談
な
が
ら
そ
の
中
に
戦
後
―
-＿十
年
間

ル
パ
ン
グ
島
で
頑
張
り
通
し
た
小
野
田
さ
ん

が
い
た
。
卒
業
の
少
し
前
に
ー
ー
サ
イ
パ
ン

島
に
潜
入
諜
者
を
送
り
込
む
計
画
が
あ
る
、

志
願
者
は
な
い
か
と
言
わ
れ
、
真
先
に

手
を
挙
げ
た
者
六
名
が
指
名
さ
れ
、
参
謀
本

部
付
に
発
令
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
は
義
烈
空

梃
隊
に
入
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
六
人
の
見
習
士
官
か
参
謀
本
部
に
出

頭
す
る
と
一
年
先
茎
で
中
野
学
校
出
身
の
少

尉
二
名
が
加
り
、
更
に
中
野
学
校
か
ら
来
た

と
い
う
通
信
特
攻
の
下
土
官
二
名
が
加
り
、

潜
入
諜
報
要
員
は
合
計
一

0
名
と
な

っ
た
。

二
俣
分
校
を
卒
業
し
た
六
名
以
外
の
者
は
ど

の
よ
う
に
し
て
選
抜
さ
れ
た
の
か
、
伝
え
る

者
は
い
な
い
。
こ
の
一

0
名
は
奥
山
隊
の

一

員
と
な
り
、
サ
イ
。ハ

ン
特
攻
が
取
り
や
め
に

な
っ
て
も
転
出
す
る
こ
と
は
な
く
、
晟
後
は

沖
縄
に
突
入
し
、
不
時
着
械
に
乗
っ
て
い
た

熊
倉
順
策
氏
以
外
は
戦
死
し
た

D

次
は
奥
山
隊
を
乗
せ
て
行
っ
た
第
三
独
立

飛
行
隊
の
こ
と
で
あ
る
が
、
沖
縄
に
行
く
途

中
不
時
着
し
そ
の
と
き
は
死
な
な
か
っ
た

が
、
部
隊
が
消
滅
し
た
た
め
60
戦
隊
の
所
属

と
な
り
、
沖
縄
の
地
上
軍
に
対
す
る
物
料
投

下
な
ど
に
出
撃
し
て
未
帰
還
と
な
っ
た
。

従
っ
て
人
選
の
事
情
に
つ
い
て
尋
ね
る
相
手

か
い
な
い
が
、
志
願
者
を
募
っ
た
の
で
は
な

い
ら
し
い
。

以
上
は
陸
軍
挺
進
部
隊
の
行
っ
た
特
攻
作

戦
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
加
わ
っ
た
人
達
は
ど

の
よ
う
に
し
て
選
抜
さ
れ
た
の
か
を
振
り

返
っ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
人
達
が
書

き
残
し
た
も
の
や
、
運
命
の
な
せ
る
業
で
生

き
残
っ
た
人
の
迩
懐
談
な
ど
に
よ
れ
ば
、
皆

が
確
た
る
信
念
に
基
い
て
行
動
し
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
か
、
そ
れ
は
ま
た
別
の
様
会
に

述
ぺ
た
い
と
思
っ
゜

陸
軍
梃
進
戦
隊
に
は
、
こ
れ
以
外
に
終
戦

の
た
め
未
発
に
終
っ
た
特
攻
作
戦
が
二
件
あ

る
。
そ
の
全
容
を
述
べ
る
と
長
く
な
る
の

で
、
本
稿
主
題
に
係
る
こ
と
だ
け
簡
単
に
述

べ
よ
う
。

そ
の
―
つ
は
海
軍
の
計
画
し
た
「
剣
作

戦
」
で
あ
る
。
夜
間

B
_
29
来
裳
の
編
隊

に
、
製
撃
部
隊
を
一
式
陸
攻
に
乗
せ
て
続
行

さ
せ
、
サ
イ
。ハ
ン
と
テ
ニ
ャ
ン
の
飛
行
場
に

普
陸
さ
せ
、

こ
れ
を
覆
滅
し
よ
う
と
い
う
構

想
だ

っ
た
。
海
軍
の
特
別
陸
戦
隊
だ
け
で
は

兵
力
が
足
り
な
い
の
で
、
第
二
剣
部
隊
と
し

て
陸
軍
に
差
出
し
を
求
め
た
。
そ
こ
で
順
序

を
経
て
当
時
千
葉
県
描
芝
に
い
た
梃
准
）
第

一

聯
隊
に
二
個
中
隊
の
差
出
し
か
命
ぜ
ら
れ

こ
。

t
 七

月
の
あ
る
日
、
大
本
営
か
ら
細
部
指
示

を
受
け
る
た
め
山
田
聯
隊
長
は
本
部
付
の
園

田
直
大
尉
を
伴
っ
て
市
ケ
谷
台
に
出
頭
し

未
発
に
終
っ
た
特
攻
作
戦

た
。
圏
田
大
尉
は
戦
後
外
務
大
臣
に
ま
で

な
っ
た
人
材
た
か
、
幹
部
候
補
生
出
身
の
特

別
志
願
将
校
で
、

落
下
傘
部
隊
に
は
早
く
か

ら
お
り
、
第

一
聯
隊
で
は
中
隊
付
将
校
、
つ

い
で
中
隊
長
を
勤
め
、
こ
の
頃
は
本
部
付
と

な
っ
て
い
た
。
聯
隊
長
か
こ
の
人
を
連
れ
て

行

っ
た
の
は
、
他
意
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な

い
よ
う
に
思
う
。
聯
隊
付
佐
官
は
弓
削
少
佐

で
、
当
時
横
芝
飛
行
場
は
よ
く
空
嬰
か
あ
る

の
で
、

弓
削
少
佐
を
留
守
番
に
残
せ
ば
随
行

す
る
の
は
園
田
大
尉
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
以
下
は
園
田
直
氏
が
戦
後
私
に
語

っ
た

と
こ
ろ
に
拠
る
。

そ
れ
は
7
月
末
の
こ
と
だ
っ
た
、
聯
隊
長

に
随
行
し
大
本
営
に
出
頭
し
、
晴
気
参
謀
か

ら
具
体
的
な
指
示
を
受
け
た
。
そ
し
て
退
出

す
る
と
き
、
晴
気
少
佐
は
し
ん
み
り
し
た
口

詞
で
ー
こ
の
戦
勝
っ
て
も
負
け
て
も
我
々

は
生
き
て
は
お
れ
な
い
な
|
ー
と
言
っ
た
。

園
田
は
こ
の
と
き
単
に
特
攻
隊
を
出
す
上
級

司
令
部
の
主
務
参
謀
の
苦
衷
と
感
じ
た
か
、

戦
後
に
な

っ
て
晴
気
少
佐
が
サ
イ
パ
ン
の
第

三
十

一
軍
参
謀
に
発
令
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
と
き
既
に
赴
任
の
手
段
が
な
か
っ
た

一）

と
、
そ
し
て
終
戦
直
後
市
ケ
谷
台
上
で
自
決

し
た
こ
と
な
と
知
っ
て
、
あ
の
と
き
の
一
言

思
い
当
る
ふ
し
が
あ
っ
た
と
い
う

J

聯
隊
長
と
園
国
は
横
芝
に
戻
る
た
め
千
葉

ま
で
来
た
と
き
、
空
製
の
た
め
電
車
は
動
か

な
く
な
り
、
逃
げ
ま
ど
う
市
民
を
見
て
園
田

小
型

は
言
っ
た
l

今
度
の
サ
イ
パ
ン
行
私
が
や

り
ま
す
。
ど
う
せ
皆
永
く
は
な
い
命
で
す
か

ら
ー

と
。
聯
隊
長
は
貴
公
行

っ
て
く
れ
る

か
と
言
っ
て
手
を
握
っ
た
。
以
上
は
彼
が
衆

議
院
副
議
長
当
時
、
私
の
問
に
答
え
て
述
壊

し
た
こ
と
で
あ
る
。

海
軍
総
隊
司
令
長
官
小
沢
冶
三
郎
の
指
揮

下
に
入
っ
た
陸
軍
挺
進
部
隊
は
、
園
田
大
尉

指
揮
の
挺
進
第
一
聯
隊
第

一
、
第
一

一の
二
個

中
隊
だ
っ
た
。

次
は
私
自
身
の
こ
と
を
述
ぺ
る
。
私
は
19

年
11月
陸
軍
梃
進
練
習
部
が
挺
進
集
団
に
改

漏
さ
れ
る
と
き
、
挺
進
練
習
部
付
か
ら
梃
進

戦
車
隊
長
に
転
任
と
な
っ
た
。
こ
の
部
隊
は

世
界
に
頬
の
な
い
滑
空
機
搭
載
の
戦
車
部
隊

で
あ
る
。
戦
車
搭
載
用
の
滑
空
機

「ク
ー

7
」
の
実
用
化
を
見
越
し
て
、
前
年
の
8
月

に
編
成
さ
れ
、
私
は
二
代
目
の
隊
長
で
あ

る
。
航
空
機
生
産
が
思
っ
に
任
せ
す
、
そ
の

微
よ
せ
を
受
け
て
「
ク
ー
ーー
」
は
曇
産
に
移

る
前
で
終
戦
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ヘ―

戦
車
隊
の
中
に
は
戦
車
中
隊
の
ほ
か
自
動

車
中
隊
が
あ
っ
た
。
こ
の
中
隊
は
諸
兵
連
合

の
大
空
挺
作
戦
か
行
わ
れ
る
際
、
空
梃
堡
内

で
使
う
輸
送
隙
と
い
う
構
想
で
編
成
さ
れ
て

お
り
、
便
宜
上
戦
車
隊
の
中
に
入

っ
て
い

た
こ
ジ
ー
プ
に
似
た
小
型
ト
ラ
ッ
ク
を
持
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
滑
空
飛
行
戦
隊
の
装
備
し

て
い
る

「ク
ー
8
」
に
搭
載
で
き
た

J

20
年
に
な
る
と
戦
車
は
も
と
よ
灼
、
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ト
ラ
ッ
ク
を
空
輸
す
る
よ
う
な
空
梃
作
戦
が

行
え
る
見
込
み
は
全
く
な
く
な
っ
た
。
当
時

我
か
隊
は
宮
崎
県
の
唐
瀬
原
に
い
た
が
、
敵

胆
載
機
の
空
製
を
受
け
た
り
、
近
く
の
兵
舎

に
い
た
奥
山
豚
（
義
烈
空
挺
隊
）
が
い
つ
の

間
に
か
消
え
失
せ
た
か
と
思
っ
と
、
沖
縄
突

入
の
こ
と
か
伝
え
ら
れ
た
り
し
て
、
我
々
は

と
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ

う
な
場
面
を
設
想
し
て
訓
練
し
た
ら
よ
い
の

か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

私
は
隊
長
と
し
て
戦
車
中
隊
の
訓
練
の
方
に

頭
が
向
い
て
い
た
た
め
か
、
自
動
車
中
隊
に

つ
い
て
は
成
り
ゆ
き
任
せ
だ

っ
た
よ
う
に
思

う
。
自
動
車
中
隊
長
広
田
敏
夫
大
尉
は
実
直

気
ま
じ
め
な
人
で
、
本
土
決
戦
に
な
っ
た
ら

敵
戦
車
と
差
違
え
て
死
ぬ
の
た
と
、
爆
薬
を

背
貝
っ
て
敵
戦
車
の
底
板
の
下
に
飛
込
む
訓

練
を
よ
く
や
っ
て
い
た
。

そ
の
う
ち
に
盾
瀬
飛
行
場
や
降
下
場
の
周

囲
に
も
本
土
決
戦
の
師
団
が
展
開
し
、
陣
地

梢
策
作
業
を
始
め
た
C
6
月
に
な
る
と
私
の

部
隊
は
都
城
平
地
に
移
駐
し
、
第
五
十
七
軍

の
指
揮
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
軍
か
ら

命
ぜ
ら
れ
た
任
務
は
対
空
梃
専
任
部
隊
た
っ

た
．．
 と

こ
ろ
が

7
月
の
あ
る
日
突
然
従
来
の

雑
屈
系
統
の
航
空
総
軍
か
ら
沖
縄
特
攻
の
た

め
小
型
ト
ラ
ー
ク

―
二
輛
分
の
操
絣
手
と
し

て
隊
長
以
下
―

一四
名
差
出
し
の
命
令
を
受
け

た
．＇ー

店
瀬
原
に
あ
る
第
一

梃
進
団
司
令
部
に

連
絡
将
校
を
派
逍
し
て
、
特
攻
作
戦
の
構
想

を
承
知
し
た
。

こ
の
作
戦
は
南
九
州
に
来
襲
す
る
敵
械
の

活
動
を
少
し
で
も
減
殺
す
る
た
め
、
「
ク
ー

8
」
に
機
関
砲
搭
載
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
を
載

せ
、
沖
縄
の
敵
飛
行
場
に
着
陸
さ
せ
、
繋
留

し
て
あ
る
敵
機
を
焼
夷
弾
で
射
っ
て
廻
る
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。

一
車
二
名
の
砲
手
は
庭

進
第
二
聯
隊
か
ら
出
す
。
戦
車
隊
か
ら
は

一

車
二
名
宛
の
操
樅
手
を
出
す
。
そ
の
中
に
全

隊
の
指
揮
官
と
小
隊
長
級
指
揮
官
二
名
を
含

む
、
と
い
う
も
の
た
っ
た
。

中
央
の
誰
の
発
案
か
、
思
っ
て
も
み
な
い

戦
法
た
が
命
令
と
あ
ら
ば
従
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
早
速
広
田
大
附
を
呼
ん
で
話
す
と
、
大

き
な
眼
を
輝
か
し
て
行
き
ま
す
と
答
え
、
自

分
の
中
隊
か
ら
将
校
は
大
城
中
財
と
鎌
田
少

尉
を
連
れ
て
行
き
ま
す
。
下
土
官
兵
は
即
刻

人
選
し
ま
す
と
た
ち
ど
こ
ろ
に
答
え
た
。
私

自
身
、
秋
に
は
予
想
し
て
い
た
敵
の
上
陸
に

際
し
、
装
甲
の
薄
い

二
式
軽
戦
車
に
乗

っ
て

巽
先
に
突
進
す
る
積
り
で
い
た
か
ら
、
広
田

大
附
の
受
答
え
に
そ
れ
は
と
深
刻
な
感
じ
を

抱
か
な
か
っ
た
か
、
こ
の
よ
う
な
戦
法
に
は

多
大
の
危
惧
を
持
っ
た
。

．r
っ
さ

広
旧
大
附
の
指
揮
す
る
部
隊
は
福
生
（
今

の
描
円
基
地
）
に
行
き
作
戦
準
備
中
に
終
戦

と
な

っ
た
｀
こ
の
人
達
か
死
ん
た
後
で
終
戦

に
な
れ
は、

私
は
生
涯
傷
心
を
抱
き
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
，
広
田
大
尉
、
大
城

中
肘
共
に
戦
後
故
人
と
な
っ
た

i

知
覧
特
攻
基
地

都
城
特
攻
基
地

理

事

長

最

上

貞

雄

二
つ
の
特
攻
慰
霊
祭
に
参
列
し
て

ー
侵
略
戦
争
発
言
に
対
す
る
反
揆
の
声
ー
ー＇

平
成
6
年
5
月

3
日
例
年
の
通
り
知
覧
特
攻
平

和
観
音
堂
の
前
に
於
て
戦
没
者
慰
霊
祭
が
厳
粛
盛

大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

前
夜
は
鹿
児
島
ニ
ュ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

に
て
特
別
見
習
士
官
の
方
々
の
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
特
操
会
会
長
家
城
啓

一
郎
氏
の
挨
拶
に
引
続

き
、
知
覧
町
長
で
あ
る
知
覧
特
攻
慰
霊
顕
彰
会
会

長
東
敏
見
氏
の
慰
翌
顕
彰
事
業
に
対
す
る
熱
意

溢
れ
る
挨
拶
が
あ
っ
た
。
又
今
年
は
靖
國
神
社
宮

司
大
野
俊
康
氏
も
初
め
て
列
席
さ
れ
た

D

当
日
は
生
憎
の
小
雨
日
和
で
あ
っ
た
が
全
国
各

地
よ
り
ご
遺
族
ーニ
0
0名
を
含
め
一
、
三

0
0名

に
の
ぼ
る
多
数
の
参
列
者
が
あ
っ
た
。

東
会
長
の
追
悼
の
辞
に
つ
い
で
地
元
選
出
県

会
議
員
、
遺
族
代
表
、
偕
行
社
代
表

（陸
士
57

期
）、
特
操
会
代
表
、
少
飛
会
代
表
等
の
慰
霊
の

辞
が
棒
げ
ら
れ
、
往
時
を
偲
び

一
同
感
涙
に
咽
ん

＂こ
。t
 今

年
の
慰
璽
の
辞
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が

細
川
の
侵
略
戦
争
発
言
に
対
す
る
痛
憤
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
、
国
の
為
に
尊
き
生
命
を
捧
げ
ら
れ
た

殉
国
の
ご
英
霊
に
お
詫
び
申
し
上
げ
る
気
持
ち
が

滲
ん
で
い
た
の
が
感
じ
ら
れ
た
。

九
州
に
於
け
る
慰
霊
祭
で
は
多
く
の
市
長
、
町

長
が
奉
讃
会
の
会
長
を
勁
め
ら
れ
、
自
衛
隊
の

方
々
も
全
面
的
に
協
力
さ
れ
、
官
民

一
体
の
慰
霊

祭
が
執
り
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
我
々
亡
き

後
も
特
攻
隊
の
遺
績
は

末
永
く
語
り
継
が
れ
る

で
あ
ら
う
と
心
強
く
感

じ
た
次
第
で
あ
る
。

平
成
6
年
4
月
6
日
例
年
の
通
り

「
都
城
特
攻

振
武
隊
は
や
て
慰
需
碑
」
の
碑
前
に
於
て
ご
辿
族

は
じ
め
関
係
者
約
一
＿＿
五
0
名
の
方
々
が
参
列
、
厳

粛
盛
大
に
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

奉
讃
会
長

（都
城
市
長
）
の
祭
文
に
引
続
き
陛

士
57
期
生
の
門
馬
秀
行
氏
が
追
悼
の
辞
を
捧
げ

こ
。

t
 

「疾
風
特
攻
隊
の
隊
長
は
私
と
陸
軍
土
官
学
校
の

同
期
生
で
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
事
を
生
涯
の
跨

り
に
し
て
お
り
ま
す
。
隊
長
を
中
心
と
し
て
年
令

も
階
級
も
超
越
し
一

丸
と
な
っ
て
突
入
さ
れ
た
隊

員
の
方
々
に
対
し
て
私
は
限
り
な
い
親
近
感
を
覚

え
哀
惜
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん。

皆
様
方
は
或
い
は

学
業
半
ば
に
し
て
ペ

ン
を
操
縦
樺
に
握
り
替
え
又

は
奥
様
や
お
子
様
な
ど
絶
ち
難
き
恩
愛
の
絆
を
振

り
切
り
、
は
た
ま
た
あ
た
ら
人
生
を
花
の
幣
の
ま

ま
に
散
ら
し
た
方
々
の
御
心
情
を
忍
ぶ
と
き
申
し

上
げ
る
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
•
…
·
:．． 
皆
様
の
血
を

も
っ
て
戦
い
抜
き
、
ア
ジ
ア
の
国
々
を
欧
米
の
姪

桔
か
ら
解
放
し
た
大
東
亜
戦
争
の
漠
の
意
義
に
疑

義
を
抱
く
が
如
き
輩
の
現
わ
れ
る
に
至

っ
て
は
、

不
肖
な
が
ら
も
皆
様
に
後
事
を
託
さ
れ
た
私
共
は

誠
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
」

終
っ
て
生
憎
の
雨
だ

っ
た
の
で
天
幕
の
下
で
直

会
が
行
わ
れ
た
が
、

今
年
は
細
川
発
言
に
対
し
て

憐
慨
の
声
が
盛
ん
だ

っ
た
。
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台
湾
の
第
八
飛
行
師
団
に
属
す
る
同

隊
の
突
入
ま
で
の
経
過
が
、
生
き
残
っ

た
小
山
介
少
尉
か
ら
突
入
し
た
馬
締
安

正
伍
長
の
兄
に
出
し
た
手
紙
に
詳
細
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
兄
久
生
殿
の
了

解
を
得
て
こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
も
ら
う

こ
と
に
す
る
。
こ
の
手
紙
は
昭
和
29年

に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
住

所
不
明
で
お
知
ら
せ
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
詫
ひ
て
い
る
。
な
お
手
紙
の
前
後

文
等
標
題
に
直
接
関
係
な
い
個
所
は
省

略
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

昭
和
十
九
年
の
後
半
頃
、
台
湾
軍
飛
行
第

八
師
団
に
属
す
る
も
の
で
、
双
発
機
へ
の
訓

練
課
程
に
あ
っ
た
私
共
は
、
台
湾
中
部
の
彰

化
、
鹿
港
の
飛
行
場
と
北
部
の
桃
國
飛
行
場

を
基
地
と
す
る
第
三
錬
成
飛
行
隊
で
一
一
式
複

戦
屠
龍
の
操
縦
訓
練
を
受
け
て
お
り
ま
し

I
 

J
O
 

f
 昭

和
二
十
年
一
＿
月
下
旬
師
団
参
謀
の
西
少

佐
が
来
ま
し
て
、
米
軍
は
次
の
上
陸
地
と
し

て
沖
縄
、
台
湾
を
目
指
し
て
お
り
、
万
一
の

時
は
、
全
員
特
攻
と
な
っ
て
も
ら
い
度
い
と

訓
示
さ
れ
ま
し
た
。
私
共
は
、
フ
ィ
リ
ッ
ビ

ン
周
辺
に
お
け
る
戦
闘

の
模
様
か
ら
し
て
、
全

員
特
攻
は
当
然
の
こ
と

と
考
へ
て
い
ま
し
た
。

当
時
第
三
錬
成
飛
行

隊
長
は
永
岡
少
佐
、
教
育
班
長
は
菅
浪
大

尉
、
操
縦
関
係
将
校
約
三
十
名
、
下
士
官
約

四
十
名
、
他
に
整
備
班
が
お
り
ま
し
た
。

日
中
は
、
米
機
の
空
製
が
あ
り
ま
し
て
、

私
共
は
、
毎
日
早
朝
訓
練
を
は
じ
め
九
＼
十

時
頃
ま
で
に
は
、
飛
行
機
の
分
散
を
終
え
て

い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
三
日
、
整
備
隊
の

手
伝
い
を
し
た
後
で
、
午
後
空
襲
を
待
避
し

て
近
く
の
河
原
へ
い
っ
て
い
ま
し
た
が

B
25

の
攻
撃
の
終
っ
た
午
後
三
時
頃
、
操
縦
班
の

集
合
が
命
ぜ
ら
れ
、
永
岡
少
佐
か
ら
攻
撃
隊

を
編
成
す
る
旨
訓
示
が
あ
り
、
菅
浪
大
尉
か

ら
第

一
攻
撃
隊
員
の
氏
名
が
発
表
さ
れ
ま
し

こ
。

t
 

隊
名
誠
第
一

―
四
飛
行
隊

隊

長

竹

田

少

尉

阪

大

出

幹

候

7
期

副

隊

長

小

川
少
尉
法
大
出
特
操
1
期

隊

員

原

少

尉

武

専

出

幹

候

9
期

”

矢

作

少

尉

早

大

出

特

操

2
期

小
杉
少
尉
鞄
大
出
特
操
2
期

井
上
軍
曹
少
飛
出

大
井
伍
長

”

藤
井
伍
長

水
越
伍
長

II II II II II 

誠
第
114
飛
行
隊
（
二
式
双
製
）
の

編
成
か
ら
突
入
ま
で

I/ II 

伊
藤
伍
長

増
田
伍
長

馬
締
兵
長

伊
藤
兵
長

内
山
兵
長

福
谷
兵
長

以
上
十
五
名

こ
の
発
表
が
あ
っ
て
も
皆
は
至
極
平
静
で

あ
り
ま
し
た
。
直
ち
に
誠
第
一

―
四
飛
行
隊

員
に
よ
る
編
隊
飛
行
の
演
習
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
夜
は
送
別
の
宴
が
開
か
れ
、
十
五

名
は
相
当
め
い
て
い
し
ま
し
た
。
一

―
十
四

日
、
身
辺
の
整
理
を
す
ま
せ
、
新
品
の
飛
行

服
を
受
領
し
、
夕
方
四
時
、
最
も
整
備
の
ゆ

き
と
ど
い
た
二
式
複
戦
を
も
ら
い
ま
し
た
。

い
つ
も
非
常
に
や
か
ま
し
か
っ
た
永
岡
少

佐
の
涙
で
殆
ん
ど
言
葉
に
な
ら
な
い
別
離
の

言
葉
に
送
ら
れ
、
残
る
戦
友
達
の
打
振
る
手

に
袂
れ
の
貿
を
振
っ
て
、
発
熱
の
為
参
加
出

来
な
く
な
っ
た
小
杉
少
尉
を
の
こ
し
た
十
四

機
は
堂
々
の
編
隊
を
組
ん
で
、

三
十
分
後
に

は
桃
園
飛
行
場
に
着
陸
、
宿
舎
に
入
り
ま
し

こ
。

t
 

兵
た
ん
宿
舎
に
お
け
る
取
扱
も
極
め
て
丁

重
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

二
十
五
日
か
ら
＿二
十
日
ま
で
の
生
活
は
、

午
前
中
は
飛
行
訓
練
及
ひ
地
上
に
お
け
る
機

上
無
線
電
話
の
調
整
で
し
た
。
呼
び
名
は
、

シ
ラ
ネ

・
シ
ラ
ウ
マ

・
シ
ラ
タ
カ
等
々
で
し

た
が
、
後
方
座
席
に
あ
る
無
線
機
の
調
整

II II II II II II 

II II II II II II 

は
、
偵
察
者
又
は
後
方
射
手
を
の
せ
て
い
な

い
特
攻
機
に
は
離
陸
後
の
調
整
が
で
き
ず
、

役
に
た
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

午
後
は
米
機
の
空
襲
を
待
避
し
て
、
近
く

の
川
へ
ゆ
き
毎
日
、
魚
を
と

っ
て
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
皆
、
何
の
く
っ
た
く
も
な
く
和
や

か
で
明
朗
そ
の
も
の
で
し
た
。

数
日
後
に
は
、
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

苛
酷
な
運
命
に
も
め
げ
ず
、
竹
田
隊
長
を
中

心
と
し
て
、
兄
弟
の
よ
う
に
葱
い
合
い
、
固

く
団
結
し
た
姿
に
、

同
宿
の
飛
行
十
戦
隊
の

人
々
は
非
常
な
敬
愛
の
眼
で
応
待
し
ま
し

た
。
竹
田
隊
長
は
、
一
日
お
き
位
に
台
北
の

師
団
司
令
部
に
打
合
せ
に
ゆ
き
作
戦
、
情
報

を
伝
を
ま
し
た
。

宿
舎
の
直
通
電
話
に
よ
っ
て
、
常
に
沖
縄

周
辺
の
米
艦
隊
の
動
き
が
知
ら
さ
れ
、
十
戦

隊
の
司
偵
か
ら
も
通
報
を
受
け
て
お
り
ま
し

こ
。

t
 

沖
縄
周
辺
の
米
艦
は
、
空
母
を
含
め
大
小

五
百
隻
に
も
の
ほ
る
と
い
う
こ
と
で
、
目
標

に
困
る
こ
と
は
な
い
と
皆
喜
ん
で
い
ま
し

こ
。

,T い
よ
い
よ
出
撃
の
機
も
熟
し
三
十
一
日
、

八
重
山
群
島
の
宮
古
島
へ
出
発
す
る
こ
と
に

な
り
、
三
十
日
夜
は
、
師
団
長
か
ら
酒
、
タ

バ
コ
を
充
分
に
い
た
だ
き
、
馬
締
兵
長
や
内

山
兵
長
な
ど
最
も
年
若
な
人
々
は
さ
か
ん
に

「男
な
ら
未
練
残
す
な
憂
き
世
の
こ
と
は
」

や

「富
士
の
御
山
に
身
を
す
て
て
」
な
ど
の
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歌
を
盛
ん
に
歌
っ
て
お
り
ま
し
た
。
宴
の
半

に
誠
隊
の
白
鉢
巻
が
渡
さ
れ
、
御
手
許
に
御

送
り
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
砦
、
夫
々
の
思

い
を
書
き
残
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

快
晴
の
三
十
一
日
が
明
け
ま
し
た
。
午
後

四
時
師
団
参
謀
長
岸
本
少
将
、
富
永
参
謀
が

見
送
り
に
来
ら
れ
飛
行
場
で
小
宴
の
あ
と
、

出
発
前
の
写
真
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
写

真
が
遺
書
と
共
に
御
送
り
し
ま
し
た
も
の

で
、
こ
の
二
つ
は
兵
た
ん
宿
舎
の
水
津
軍
属

か
私
共
の
出
撃
中
、
内
地
連
絡
の
た
め
新
田

原
へ
掃
り
ま
し
た
つ
い
で
に
私
の
郷
里
へ
立

寄
り
ま
し
て
残
し
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
御
遺
族
の

住
所
が
知
ら
さ
れ
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

為
、
私
の
父
も
途
方
に
く
れ
て
い
た
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

午
後
五
時
半
頃
参
謀
長
の
壮
行
の
辞
に
送

ら
れ
て
竹
田
隊
長
を
先
頭
に
機
首
を
宮
古
島

へ
向
け
台
湾
を
後
に
し
ま
し
た
。
こ
の
時
内

山
兵
長
は
エ
ン
ヂ
ン
不
詞
で
離
陸
直
後
、
桃

園
飛
行
場
に
ひ
き
返
し
醤
陸
直
後
火
を
発
し

ま
し
た
が
、
無
事
脱
出
、
そ
の
後
再
出
撃
の

た
め
本
隊
よ
り
飛
行
機
を
受
領
、
桃
園
飛
行

場
に
到
着
直
前
機
関
に
故
障
を
生
じ
、
海
に

不
時
着
、
衝
撃
に
よ
り
戦
死
し
ま
し
た
。

桃
園
飛
行
場
を
飛
立
っ
た
我
々
は
四
個
編

隊
（
①
竹
EB隊
長
、
井
上
、
藤
井
、
馬
締
、

②
小
山
、
大
井
、
水
越
、
③
原
、
増
田
、
伊

藤
兵
、

④
矢
作
、
伊
藤
伍
、
福
谷
）
を
組
み

約

一
時
間
の
洋
上
飛
行
の
後
正
に
暮
れ
よ
う

と
す
る
宮
古
島
陸
軍
飛
行
場
に
羞
陸
し
ま
し

た
。
（
各
機
の
整
備
員
は
、
後
方
座
席
に
宮

古
島
ま
で
の
せ
て
ゆ
き
ま
し
た
。）

全
員
、
自
動
車
で
真
暗
な
飛
行
場
か
ら
宿

舎
に
ゆ
き
、
若
い
声
を
あ
げ
て
歌
を
唄
い
、

た
え
ず
明
る
い
笑
声
を
発
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
飛
行
場
大
隊
の
者
は
、
私
共
か
特
別

攻
撃
隊
員
で
あ
り
明
朝
死
ぬ
も
の
で
あ
る
と

気
付
か
ず
、
ど
ん
な
任
務
で
き
た
か
、
い
ぷ

か
し
か
っ
て
い
る
程
で
し
た
。

夕
食
の
後
、
竹
田
隊
長
と
私
は
飛
行
場
司

令
部
の
壕
の
中
で
作
戦
指
揮
の
為
来
島
中
の

師
団
参
謀
石
原
中
佐
を
囲
ん
で
同
島
に
い
た

第
二
十
四
戦
隊
長
圧
司
大
尉
、
銹
導
機
の
第

七
十
二
（
失
念
？
）
中
隊
の
神
保
大
尉
、
飛

行
場
大
隊
長
馬
場
（
失
念
？
）
大
尉
等
と
打

合
せ
会
議
に
参
加
し
、
明
朝
四
時
二
十
分
ま

で
に
飛
大
の
手
で
胴
体
両
脇
に
二
五

0
キ
ロ

跳
飛
爆
弾
ニ
ケ
著
装
完
了
、
四
時
五
十
分
出

発
、
誘
導
機
に
よ
る
錫
箔
散
布
に
よ
る
電
探

妨
害
の
後
で
嘉
手
納
湾
の
空
母
を
攻
撃
す
る

こ
と
を
協
議
し
て
、

十
時
過
ぎ
宿
舎
に
帰

り
、
皆
と
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
思

っ

て
、
部
屋
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
み
ま
す
と
、

夫
々
高
い
ひ
き
で
眠
っ
て
お
り
何
の
憂
い
も

な
い
安
ら
か
な
寝
顔
で
あ
り
ま
し
た
の
で
隊

長
と
―

一人
で
涙
を
流
し
た
程
で
し
た
。

四
月
二
日
午
前
四
時
、
宮
古
島
の
上
空
は

快
晴
、
星
が
一
面
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。
竹

田
隊
長
か
ら
石
原
参
謀
に
出
発
の
申
告
を
す

ま
せ
た
私
共
は
、
は
じ
め
て
満
身
に
緊
張
感

が
あ
ふ
れ
る
の
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。
さ
あ
い

こ
う
、
い
き
ま
せ
う
と
互
い
に
肩
を
た
た
き

合
っ
て
、
愛
機
の
方
へ
走
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
夜
は
じ
め
て
、
戦
闘
機
に
二
五

0
キ

ロ
爆
弾
一
＿ケ
を
着
装
す
る
作
業
に
と
り
か

か
っ
た
飛
行
場
大
隊
の
不
手
際
か
ら
作
業
が

捗
ら
ず
、
五
時
を
す
ぎ
て
も
第

一
編
隊
の
出

発
が
で
き
ま
せ
ん
。

第
二
編
隊
の
爆
装
は
、
五
時
十
分
頃
に
完

了
し
ま
し
た
の
で
、
第
一
、

三
、
四
編
隊
の

出
撃
を
中
止
、
第
二
編
隊
の
出
発
が
命
ぜ
ら

れ
ま
し
た
。
神
保
大
尉
、
渡
辺
曹
長
の
誘
導

機
二
機
が
離
陸
、
次
い
で
私
が
離
陸
し
、
僚

機
、
大
井
、
水
越
伍
長
の
編
隊
を
く
む
の
を

待
ち
ま
し
た
。．
や
が
て
両
機
が
私
に
近
付
い

て
き
ま
し
た
の
で
、
私
は
誘
導
機
に
出
発
を

合
図
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
水
越
伍
長
が

私
を
見
失
っ
た
様
子
で
遠
く
そ
れ
て
ゆ
き
ま

す
の
で
、
私
と
大
井
伍
長
は
島
の
上
空
を
旋

回
し
な
か
ら
水
越
伍
長
の
つ
く
の
を
待
っ
て

お
り
ま
し
た
。
翼
を
振
っ
て
所
在
を
知
ら
せ

ま
し
た
が
、
仲
々
、
確
認
し
得
な
い
よ
う

で
、
そ
の
う
ち
時
間
は
ど
ん
ど
ん
経
過
し
ま

す
の
で
大
井
伍
長
は
私
に
賀
を
振
っ
て
、
袂

れ
の
合
図
を
し
て
、
誘
導
の
渡
辺
曹
長
機
と

共
に
嘉
手
納
沖
へ
機
首
を
向
け
て
ゆ
き
ま
し

た
。
水
越
伍
長
は
私
の
翼
燈
と
星
を
誤
認
し

て
、
方
向
を
誤
り
石
垣
島
へ
不
時
着
し
た
の

で
し
た
。

私
も
編
隊
を
組
む
の
を
あ
き
ら
め
て
、
誘

導
機
の
神
保
大
尉
に
つ
い
て
、
沖
縄
を
目
指

し
ま
し
た
。
大
井
、
水
越
両
機
の
こ
と
が
気

に
か
か
り
ま
し
た
が
、
す
で
に
夜
が
白
々
と

明
け
は
じ
め
、
沖
縄
ま
で
の
中
間
程
で
陽
が

の
ぼ
り
は
じ
め
ま
し
た
。
誘
埠
機
に
戦
闘
指

揮
所
か
ら
の
無
電
で
、
午
後
の
出
撃
を
待
っ

て
、
引
き
返
す
よ
う
に
と
の
命
令
が
あ
り
、

私
も
今
一
歩
の
と
こ
ろ
で
止
む
な
く
神
保
大

尉
に
つ
い
て
引
き
返
し
ま
し
た
、
大
井
伍
長

は
私
に
袂
れ
る
の
が
早
か
っ
た
の
で
そ
の
ま

ま
渡
辺
曹
長
機
に
つ
い
て
日
出
直
前
嘉
手
納

湾
に
到
着
、
米
各
艦
か
ら
猛
烈
に
打
上
げ
る

弾
幕
を
つ
い
て
誘
導
機
に
翼
を
振
っ
て
袂
別

占
位
を
す
る
や
、
練
習
時
に
違
わ
ぬ
、
正
確

な
二
五
度
の
降
下
角
を
も
っ
て
真

一
文
字
に

大
型
油
槽
船
に
突
入
之
を
撃
沈
せ
し
め
て
お

り
ま
す
（
誘
導
機
の
報
告
等
に
よ
り
）。

こ
の
大
井
伍
長
の
攻
撃
に
よ
っ
て
、
宮
古

島
に
特
攻
機
の
あ
る
の
を
知
っ
た
米
軍
は
、

そ
の
日
は
九
時
頃
か
ら
二
時
間
程
、
グ
ラ
マ

ン
艦
爆
等
に
よ
っ
て
宮
古
島
に
猛
烈
な
爆
撃

を
加
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
為
、
伊
藤
伍

長
、
増
田
伍
長
の
二
機
が
被
爆
し
て
出
撃
出

来
な
く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
陸
上
部
隊
の

出
動
に
よ
る
飛
行
場
整
備
の
後
、
午
後
四
時

頃
私
共
は
再
び
飛
行
場
に
整
列
、
石
原
参
謀

に
申
告
を
し
て
御
互
い
に
し
み
じ
み
と
顔
を

見
つ
め
合
っ
て
、
兄
弟
よ
り
も
猥
か
っ
た
こ
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の
十
日
間
程
の
縁
を
な
つ
か
し
く
か
み
し
め

な
が
ら
心
か
ら
袂
れ
を
告
げ
合
い
ま
し
た
。

此
の
時
は
編
成
が
変
更
さ
れ
、
第

一
編

隊
、
竹
田
、
井
上
、
藤
井
、
第
二
編
隊
、
小

山
、
矢
作
、
馬
締
、
第
三
編
隊
、
原
、
伊
藤

兵
、
福
谷
と
な
っ
て
お
り
、
第
二
編
隊
よ
り

出
発
が
命
ぜ
ら
れ
、
誘
導
機
渡
辺
曹
長
機
に

次
い
で
私
か
一
番
機
と
し
て
出
発
し
ま
し
た

が
、
エ
ン
ジ
ン
と
フ
ラ
ッ
プ
の
不
調
で
一
＿米

以
上
浮
揚
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
丘
の
す
そ
に
激

突
し
、
機
体
は
大
破
し
ま
し
た
が
爆
弾
も
破

裂
せ
ず
、
軽
い
打
撲
の
み
で
、
奇
跡
的
に
生

命
を
拾
い
ま
し
た
。

大
破
し
た
愛
機
か
ら
ど
び
出
し
た
私
の
頭

上
を
ご
う
ご
う
と
爆
音
も
高
く
、
矢
作
少

尉
、
そ
し
て
馬
締
兵
長
、
竹
田
隊
長
と
帰
ら

ざ
る
戦
友
た
ち
は
巽
を
振
り
乍
ら
一
機
又

l

機
と
編
隊
を
組
み
つ
つ
米
艦
撃
滅
に
向
っ
て

壮
図
に
つ
き
ま
し
た
。

た
だ
、
福
谷
兵
長
は
エ
ン
ジ
ン
故
障
の
た

め
離
陸
間
も
な
く
海
上
に
不
時
着
し
、
救
出

さ
れ
ま
し
た
。

宮
古
島
か
ら
悪
手
納
湾
ま
で
は
爆
装
の
た

め
ニ
――
10
キ
ロ
に
お
ち
た
二
式
複
戦
の
脚
で

六
五
分
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
離
陸

後
四
五
分
程
の
海
上
で
遊
よ
く
中
の
米
艦
隊

と
遭
遇
し
、
米
艦
は
猛
烈
な
弾
悪
を
張
っ
た

よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
誠
第

一
―
四
飛
行
隊

員
は
、
翼
を
振
っ
て
直
ち
に
戦
闘
隊
形
に
開

き
、
確
実
に
占
位
し
、
矢
作
少
尉
か
ら
相
次

で
突
入
し
、
戦
艦
一
、
巡
洋
艦
二
、
大
型
船

一
を
撃
沈
し
て
お
り
ま
す
。
以
上
の
戦
闘
詳

報
は
渡
辺
曹
長
の
無
電
報
告
お
よ
び
帰
投
後

の
報
告
で
あ
り
ま
す
。

渡
辺
曹
長
機
も
、
追
尾
の
米
機
に
魚
釣
島

近
海
で
撃
墜
さ
れ
魚
釣
島
に
漂
着
中
救
助
さ

れ
ま
し
た
。
淡
々
と
し
て
死
地
に
赴
き
整
々

た
る
秩
序
と
固
い
団
結
の
も
と
に
大
戦
果
を

揚
げ
ら
れ
ま
し
た
竹
田
隊
長
以
下
原
、
矢

作
、
井
上
、
大
井
、
藤
井
、
馬
締
、
伊
藤
の

八
柱
に
対
し
ま
し
て
、
山
本
師
団
長
、
岸
本

参
謀
長
は
満
腔
の
感
謝
を
捧
げ
深
く
哀
悼
の

意
を
表
し
、
翌
々
日
再
出
撃
準
備
と
報
告
の

た
め
台
北
の
司
令
部
に
出
向
し
ま
し
た
私
に

し
み
じ
み
と
八
往
の
人
物
を
た
た
え
、
そ
の

功
を
賞
讃
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

残
り
ま
し
た
私
共
四
名
は
新
機
受
領
後
再

び
、
宮
古
島
に
前
進
し
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
竹
田
隊
長
以
下
八
柱
の
誠
第
一

―
四
飛

行
隊
に
痛
撃
さ
れ
た
米
軍
が
、
特
攻
基
地
と

み
て
昼
夜
を
分
た
ぬ
爆
撃
を
加
え
、
又
艦
砲

射
撃
を
加
え
ま
し
て
、
愛
機
の
こ
と
ご
と
く

を
爆
破
さ
れ
、
命
に
よ

っ
て
空
し
く
台
湾
へ

引
揚
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
別
途

任
務
に
つ
い
て
お
り
ま
す
う
ち
に
や
が
て
終

戦
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
水
越
伍
長
は
石
垣
島
よ
り
台
湾
彰
化

の
本
隊
に
帰
り
、
誠
第
一

―
四
飛
行
隊
に
次

い
で
編
成
さ
れ
ま
し
た
攻
撃
隊
に
参
加
、
台

湾
よ
り
出
撃
散
華
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
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義

烈
空
挺
隊

碑

前

祭

ー
↓’↓
,

9
,
9,
 

こ
の
祭
典
は
義
烈
空
挺
隊
が
突
入
し
た
4

月
24
日
に
最
も
近
い
日
曜
日

（本
年
は
4
月

22
日
）
に
、
沖
縄
摩
文
仁
の
丘
慰
霊
公
園
内

に
あ
る
「
義
烈
」
碑
の
前
で
行
は
れ
る
。

主
催
す
る
の
は
全
日
本
空
挺
同
志
会
沖
縄

支
部
で
あ
る
。
空
挺
同
志
会
と
は
昔
の
空
梃

部
隊
の
戦
友
、
自
衛
隊
空
挺
部
隊
に
在
職
し

た
り
、
教
育
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
者
及
び

現
職
の
空
梃
隊
員
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
お

り
、
全
国
に
一
＿一十
余
の
支
部
が
あ
る
。
沖
縄

に
は
か
つ
て
の
戦
友
が
三
人
い
た
が
、
既
に

物
故
し
て
一
人
も
い
な
い
。
現
在
沖
縄
支
部

の
構
成
員
は
、
習
志
野
に
あ
る
自
衛
隊
空
挺

部
隊
よ
り
沖
縄
の
自
衛
隊
に
転
属
に
な

っ
た

現
職
の
自
衛
官
で
あ
っ
て
、
そ
の
数
は
二
十

余
名
で
あ
る
。
こ
の
人
達
が
碑
を
守
護
し
慰

霊
祭
を
主
催
す
る
の
で
あ
る
。

今
回
参
加
し
た
の
は
遺
族
及
ひ
戦
友
と
そ

の
家
族
を
含
め
て

一
四
名
で
、
老
齢
化
が
進

み
年
々
滅
少
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
に
対
し
現
聰

自
衛
隊
員
は
習
志
野
、
松
戸
及
び
沖
縄
合
せ

て
三
四
名
と
参
列
者
の
主
体
か
こ
の
人
達
に

な
っ
て
ゆ
く
こ
と
は
心
強
い
こ
と
で
あ
る
c

な
お
今
回
は
戦
死
者
の
同
期
生
等
も
加
わ
り

参
加
者
総
数
は
八
九
名
だ
っ
た
。

も
う
一
っ
こ
の
碑
で
特
色
の
あ
る
の
は
、

既
に
こ
の
会
報
1
6
号
で
紹
介
し
た
通
り
油
絵

の
野
外
展
示
施
設
の
あ
る
こ
と
で
、
義
烈
空

梃
隊
を
画
い
た
絵
五
点
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

二
点
を
常
時
展
示
し
時
々
差
換
え
て
い
る
。
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第
32軍
司
令
部
参
謀
部
付
だ
っ
た
西
野
弘
二
少
佐

の
著
書
「
紅
焔
」
よ
り
該
当
部
分
を
転
載
す
る
。
な

お
2
0
年
3
月
2
7
日
に
突
入
し
た
部
隊
の
者
は
次
の
通

り
で
、
機
種
は
九
九
嬰
で
あ
る
。

中
尉
広
森
達
郎
陸
土
5
6

少

尉

清

宗

孝

己

特

操

ー

少

尉

林

一
満

幹

候

9

軍

曹

今

西

修

乗

養

14

軍

曹

今

野

勝

郎

乗

養

14

軍

晋

島

田

貫

二

乗
養
14

軍

習

出

戸

栄

吉

乗

養

14

軍

曹

伊

藤

孝

少

飛

1

5

伍

長

大

平

定

雄

乗

養

14

こ
れ
以
外
の
六
名
は

4
月
3
日
に
突
入
し
て
い

る
。

二
十
五
日
内
地
か
ら
―

-＋
六
日
夕
方
よ
り
特
攻
機
進
発

の
電
報
が
入
っ
た
。

特
攻
機
が
来
て
く
れ
る
！
将
兵
の
士

気
は
上
が
っ
た
。
二
十
五
日
遊
℃
し
て
い
る
敵
艦
隊
か
ら

南
部
湊
川
正
面
に
対
し
熾
烈
な
艦
砲
射
撃
を
や
っ
て
い
る

ら
し
い
。
南
の
方
か
ら
グ
ワ
ン
グ
ワ
ン
と
犬
の
遠
吠
え
の

よ
う
な
砲
声
が
間
こ
え
る
。

神
風
特
攻
隊
が
来
る
ぞ
。

一
九
・
三

0
、
中
飛
行
場
に

到
着
す
る
予
定
だ
。
こ
の
特
攻
隊
を
指
揮
す
る
任
務
を
受

け
て
い
る
神
航
空
参
謀
は
夕
方
近
く
首
里
を
出
発
し
て
、

誠

32
飛
行
隊
の

沖
縄
到
着
と
突
入

自
動
車
で

一
時
間
か
か
る
中
飛
行
場
に
向
か
っ
た
。
私
も

随
行
す
る
。

田
舎
道
を
が
た
つ
か
せ
な
が
ら
走
る
う
ち
に

途
中
で
暗
く
な
っ
た
。
暗
く
な
っ
て
も
敵
の
夜
問
戦
闘
機

の
よ
う
な
奴
が
飛
ん
で
く
る
。
時
々
相
当
低
い
高
度
で
道

路
上
も
襲
つ
よ
う
に
飛
ぶ
。
敵
機
の
行
動
の
間
隙
を
縫
い

飛
行
場
に
着
い
た
。
滑
走
路
近
く
の
茅
葺
き
の
戦
闘
指
揮

所
で
飛
行
場
大
隊
長
の
野
崎
大
尉
以
下
が
出
迎
え
て
い

た
。
特
攻
機
の
到
着
に
備
え
て
誘
導
準
備
を
し
て
い
る
。

参
謀
は
大
隊
長
に
言
っ
た
。

「御
苦
労
様
で
す
。
到
着
が
少
し
遅
い
よ
う
で
す
ね
。

し
か
し
今
夜
は
必
ず
来
ま
す
」

大
隊
長
は
誘
導
準
備
や
特
攻
隊
出
陣
式
の
準
備
の
完
了

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

夜
は
全
く
暮
れ
た
。
星
は
満
天
に
輝
い
て
い
る
。
だ

だ
っ
ぴ
ろ
い
野
原
の
飛
行
場
の
真
ん
中
に
あ
る
が
ら
ん
と

し
た

一
軒
家
の
指
揮
所
で
、
十
数
名
の
者
は
我
が
機
の
爆

音
は
今
か
今
か
と
耳
を
澄
ま
し
て
い
る
。
南
の
方
か
ら
グ

ワ
ン
グ
ワ
ン
と
遠
い
砲
声
が
時
折
間
こ
え
る
だ
け
で
寂
し

い
ば
か
り
に
静
か
だ
。
二
つ、

三
つ
黒
い
人
影
が
茅
葺
き

の
家
の
周
り
を
静
か
に
動
い
て
い
る
。

時
計
は
二
三
•

O

0
を
回
っ
て
い
る
が
到
着
し
な
い
。
或
い
は
予
定
が
変
更

に
な
っ
た
の
か
。
途
中
で
機
動
部
隊
の
敵
機
に
で
も
捕
捉

さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

皆
は
心
配
し
出
し
た
。
参
謀
は
一
応
飛
行
場
か
ら
五
粁

ば
か
り
離
れ
た
地
区
司
令
部
に
引
き
揚
げ
、
今
後
の
戦
闘

に
つ
い
て
色
々
と
地
区
司
令
官
と
協
議
し
た
。

、
も
う
あ

き
ら
め
た
頃
だ
、
と
爆
音
ら
し
い
も
の
か
聞
こ
え
る
ぞ
。

自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
か
？
煽
音
だ
！

爆
音
だ
！

来
て
く
れ
た
か
！
中
飛
行
場
か
ら
の
電
話
だ
。

特
攻

機
安
着
、
我
々
は
早
速
飛
行
場
に
走

っ
た
。

飛
行
場
の
平
坦
な
滑
走
路
に
続
い
た
野
原
の

一
軒
家、

燈
火
筐
制
の
た
め
外
界
は
闇
だ
。
真
っ
黒
な
巨
影
が
地
表

に
浮
い
て
見
え
る
。
戻
っ
て
見
る
と
特
攻
隊
員
達
は
先
将

し
て
整
列
し
て
参
謀
を
待
っ
て
い
た
。
今
こ
の
小
屋
の
中

で
巌
粛
な
神
の
儀
式
が
行
わ
れ
始
め
た
。
部
屋
の
中
の
長

い
机
の
向
こ
う
側
に
勇
士
達
が
並
ん
で
い
る
。
数
本
の

ロ
ー
ソ
ク
の
光
が
紅
顔
の
青
年
達
の
顔
を
埋
々
と
映
し
出

す
。
十

一
名
の
顔
は
若
さ
に
輝
い
て
い
る
が
、

彼
等
の
眼

は
射
る
よ
う
に
鋭
い
。

ロ
ー
ソ
ク
の
焙
は
時
々
揺
ら
ぐ
。

人
々
の
影
か
大
き
く
揺
れ
る
。
精
魂
の
集
い
来
た
っ
た
殿

堂
の
た
め
か
、
神
秘
に
近
い
空
気
か
部
屋
を
満
た
し
た
。

神
の
儀
式
と
い
わ
ず
し
て
何
と
言
お
う
か
。
参
謀
の
声
は

低
い
が
、
部
屋
の
空
気
に
一

言

二
岳
食
い
込
ん
で
行
く
。

特
攻
隊
に
命
令
は
下
さ
れ
た
。

命

令

「誠
攻
撃
隊
は
明
払
暁
本
島
西
海
及
び
慶
良
間
列
島
の

敵
大
型
船
を
求
め
て
必
ず
撃
沈
す
べ
し
。

赤
心
隊
は
司
偵

一
機
を
出
し
同
攻
撃
隊
の
誘
導
並
び
に

戦
果
確
認
に
任
ず
べ
し
」

鳴
呼
悲
愴
鉄
血
の
命
令
は
下
っ
た
。
広
森
特
攻
隊
長
は

澄
み
き
っ
た
声
で
任
務
を
復
唱
し
た
。
私
の
気
が
動
転
し

た
の
か
、
誰
か
が
、
あ
な
た
方
に
続
い
て
私
も
最
後
に
特

攻
隊
と
な
っ
て
出
撃
す
る
、
と
い
う
声
が
幻
覚
の
中
に
こ

だ
ま
し
て
聞
こ
え
た
よ
う
に
思
え
た
。
脳
裏
に
こ
の
幻
覚

が
こ
び
り
つ
い
た
。
も
し
仮
に
私
が
命
令
す
る
立
場
に
立

た
さ
れ
た
場
合
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ろ
う
。
果
し

て
命
令
出
来
た
ろ
う
か
。

地
図
を
広
げ
て
敵
艦
隊
輸
送
船
の
配
置
が
説
明
さ
れ

た
。
本
島
東
南
八
十
粁
に
航
空
母
艦
を
基
幹
と
す
る
機
動
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部
隊
数
群
、
湊
川
南
方
海
上
に
約
二
十
粁
戦
艦
以
下
十
数

隻
、
慶
良
間
海
峡
に
航
空
母
艦
以
下
数
十
隻
、
那
覇
正
面

戦
艦
以
下
数
十
隻
。
特
攻
隊
員
は
地
図
を
囲
ん
で
銘
々
ど

れ
に
突
っ
込
ん
で
や
ろ
う
か
と
考
え
を
練
っ
て
い
る
。
隊

長
広
森
中
尉
は
士
官
学
校
卒
業
の
五
十
六
期
生
、
弱
冠
―
―

士
二
歳
密
右
武
者
で
あ
る
。
隊
長
は
隊
員
に
明
日
の
突
入

部
署
を
命
じ
た
。

「
離
陸
は

0
六

・0
0
、
第

一
編
隊
は
本
島
西
海
岸
を

低
空
で
南
下
し
、
慶
良
間
の
敵
艦
を
。
第
二
、
第
三
編
隊

は
隊
長
直
率
し
本
島
西
海
の
敵
に
突
入
」

と
。
そ
の
後
隊
長
は
隊
員
に
突
入
時
の
注
意
を
平
素
教
育

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
最
後
の
任
務
を
立
派
に
果
た

す
た
め
細
心
に
行
っ
た
。
隊
長
は
皇
国
の
不
滅
を
信
じ
、

我
々
の
任
務
達
成
に
よ
り
戦
勢
挽
回
の
糸
口
と
な
れ
ば
幸

甚
で
あ
る
と
結
ん
だ
。

私
は
今
こ
の
広
森
中
尉
を
初
め
と
す
る
特
攻
隊
員
に

会
っ
た
。

い
や
拝
ん
だ
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
人
達
が
今
ま

で
の
戦
局
を
支
え
て
き
た
の
だ
。
や
か
て
恩
賜
の
御
酒
が

居
並
ぶ
勇
士
の
盃
に
盛
ら
れ
た
。

美
化
す
る
こ
と
が
能
で
は
な
い
。
人
間
と
し
て
の
心
の

流
れ
を
見
え
な
く
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
若
人
に
達
観
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
明
日
の
朝
、
い
や
六
時
間
後
に
は
帰
り
来
ぬ
永
遠
の

旅
路
に
出
掛
け
る
若
人
達
、
盃
を
お
し
頂
い
た
後
、
屈
託

の
な
い
爆
笑
が
湧
い
て
来
た
。
今
日
は
敵
の
戦
闘
機
の
叡
言

戒
線
を
つ
っ
ば
し

っ
て
来
た
の
だ
と
、
隊
長
が
そ
の
有
り

様
を
語
り
続
け
る
う
ち
に
、
急
に
く
だ
け
た
雰
囲
気
が
部

屋
に
溢
れ
た
。

紅
い
林
檎
顔
は
綻
び
、
皆
椅
子
に
腰
を
下
ろ
し
て
御
馳

走
を
食
べ
始
め
る
。
御
馳
走
と
言
っ
て
も
野
戦
料
理
だ
が

皆
若
い
。
お
酒
よ
り
も
菓
子
の
方
が
よ
さ
そ
う
だ
。
お
菓

子
を
ほ
お
ば
り
も
ご
も
ご
や
っ
て
い
る
。
参
謀
は
部
屋
か

ら
出
て
暗
い
木
陰
に
寄
っ
た
。
三
日
月
が
出
て
い
る
。
無

数
の
星
が
天
空
に
輝
い
て
い
る
。
じ
っ
と
空
を
見
つ
め
て

い
る
眼
か
ら
涙
か
流
れ
出
て
い
る
。
尊
い
運
命
を
背
負
わ

さ
れ
た
若
者
達
、
命
令
を
下
し
た
者
も
、
う
つ
つ
の
も
の

と
は
思
わ
れ
な
か

っ
た
に
違
い
な
い
。

明
朝
0
六
．

0
0に
特
攻
隊
が
出
撃
す
る
。
我
々
は
深

夜
の
道
を
軍
司
令
部
に
向
か
っ
て
急
い
だ
。

二
十
七
日
の
朝
は
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
始
め
た
。
首
里
城

址
の
藪
か
げ
に
身
を
隠
し
て
水
平
線
の
彼
方
を
見
張
っ

た
。
朝
凪
に
ち
ぎ
れ
雲
が
中
空
に
か
か
っ
て
動
こ
う
と
し

な
い
。
明
け
空
は
薄
い
紅
化
粧
だ
。
油
鏡
の
よ
う
な
海
の

面
も
漸
く
朝
の
眠
り
か
ら
醒
め
た
よ
う
だ
。
東
に
は
中
城

湾
、
南
に
は
島
尻
半
島
が
ぐ
う
っ
と
足
を
伸
ば
し
て
い

る
。
島
尻
の
向
こ
う
水
平
線
に
は
慶
良
閉
列
島
が
横
に
長

く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
間
に
は
敵
の
戦
艦
二
十
数

隻
、
朝
露
の
中
に
散
見
す
る
。

西
南
足
下
の
低
地
は
去
年
十
月
十
日
の
空
襲
で
灰
儘
に

帰
し
た
人
影
の
な
い
焼
野
ガ
原
の
那
覇
の
街
跡
、
西
は
東

支
那
海
。
悠
々
と

一
列
縦
陣
で
巨
艦
が
波
を
け
っ
て
北
行

し
て
い
る
。
更
に
右
に
目
を
転
ず
れ
ば
北
、
中
飛
行
場
が

森
の
中
に
赤
肌
の
地
面
を
晒
し
て
い
る
。
朦
朧
と
し
た
朝

の
包
み
は
未
だ
と
ざ
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
我
々
は

0
六

．

o

0
を
息
を
こ
ら
し
て
待
つ
。
軍
事
司
令
官
等
も
山
頂
に
居

ら
れ
る
。
敵
機
は
未
だ
一
機
も
飛
ん
で
い
な
い
。

数
分
後
の
彼
等
の
鉄
槌
を
敵
艦
は
御
存
じ
な
い
。
大
地

を
揺
り
動
か
す
よ
う
な
燒
音
が
北
か
ら
湧
い
て
来
た
。
怒

り
の
爆
音
は
、
お
お
、
西
海
岸
沿
い
を
超
低
空
で
三
機
編

隊
、
矢
の
よ
う
に
飛
ん
で
行
く
。
＜
っ
き
り
見
え
る
日
の

丸
の
印
、
も
う
一
組
が
海
上
に
小
さ
く
電
光
の
よ
う
に
天

翔
け
て
い
る
。
旭
光
に
照
ら
さ
れ
キ
ラ
キ
ラ
反
射
す
る
。

天
翔
け
る
神
々
だ
。
頭
が
下
が
る
。
荘
厳
の
極
み
。
武
人

的
表
現
を
す
れ
ば
衆
人
環
視
の
内
に
栄
え
あ
る
駒
を
進
め

る
と
い
う
こ
と
だ
。
突
然
グ
ワ
ン
グ
ワ
ン
バ
リ
バ
リ
、

グ

ワ
ン
グ
ワ
ン
バ
リ
バ
リ
、
大
海
は
早
太
鼓
を
打
つ
よ
う
に

猛
然
と
う
な
り
出
し
た
。
そ
の
音
は
遠
く
深
く
海
の
彼
方

に
こ
だ
ま
し
て
、
ー
敵
艦
隊
の
対
空
砲
火
だ
。
鳴
呼
我
が

神
風
特
攻
隊
に
幸
い
あ
れ
！

や
っ
た
1
・
慶
良
間
の
沖
に
火
柱
が
ば
っ
と
上
が

っ

た
。
グ
ワ
イ
ン
！

爆
裂
音
が
余
韻
を
引
い
て
海
か
ら

や
っ
て
く
る
。
ま
た
上
が
っ
た
。
火
柱
、
黒
煙
、
凌
々
茸

の
よ
う
な
黒
い
煙
柱
が
水
平
線
上
に
立
ち
登

っ
た
。
次
々

に
十
一
本
の
火
柱、

何
本
か
は
瞬
時
に
消
え
今
ま
で
見
て

い
た
艦
影
も
な
く
な

っ
た
。
撃
沈
だ
。
撃
沈
だ
。
敵
は
余

り
に
も
脆
く
沈
没
し
て
し
ま

っ
た
。

戦
は
瞬
時
に
終
わ
っ
た
。
今
戦
の
あ

っ
た
鏡
の
よ
う
な

海
の
面
に
は
未
だ
炎
々
と
六
つ
の
火
柱
が
立
ち
、
黒
煙
は

高
く
高
く
天
に
う
な
ぎ
登
り
に
登
っ
て
い
る
。
敵
に
と

っ

て
は
突
然
の
余
り
に
も
無
残
な
出
来
事
だ
っ
た
。
敵
は
早

朝
か
ら
奇
製
の
強
打
を
受
け
驚
愕
し
た
に
相
違
な
い
。
海

上
に
火
を
ふ
い
て
沈
み
か
け
て
い
る
軍
艦
の
外
に
は

一
艦

も
見
え
な
く
な
っ
た
。
蜘
蛛
の
子
を
散
ら
す
よ
う
に
我
が

視
野
の
外
に
逃
げ
去
っ
た
。
広
森
達
郎
中
附
ら
九
名
、
九

機
の
特
攻
機
は
五
百
旺
の
爆
弾
を
抱
き
ガ
ソ
リ
ン
を
満
載

し
て
敵
艦
に
体
当
た
り
を
し
て
数
隻
の
敵
艦
を
撃
沈
し
、

或
い
は
大
破
せ
し
め
た
。
英
魂
よ
、
こ
れ
か
ら
の
我
等
の

戦
い
を
照
覧
下
さ
い
。


